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イケメン社長の偽装恋人は本気で愛されています
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　繋いでいる指に力がこもって、彼の存在を強く感じた。これから何があるのかを察した肌が、わずかにこわばって心がほんのり寒くなる。

「それじゃあ、また」

　中低音の柔らかな声とほほえみにうなずけば、ぬくもりが離れた。私が駅の改札をくぐるのを、彼は笑顔で見送ってくれる。私も笑って軽く手を振り、背を向けて改札を通り抜けた。

　本当は、もっと一緒にいたい。ずっと傍にいたい。それができないのであれば、見送られる側じゃなくて、見送る側になりたい。

　なんてことを考えながら、ホームに立った。

　振り向いても、彼――近藤こんどう英治えいじさんの姿は見えない。わかっていても、振り向いてしまう。別れ際がこんなにさみしいのは、英治さんと私が本当の恋人ではないからだ。

　期間限定の、偽物の恋人。

　本番で本物の恋人に見えるように、練習デートを重ねているだけの間柄。

　ほうっと物憂い息を吐き出せば、ホームに電車が入ってくるとアナウンスが流れた。目の前に現れた鉄の箱の中には、たくさんの人が詰まっている。開いたドアから吐き出される人と入れ替わりに、中へ入る。

　――それじゃあ、また。

　英治さんの声が鼓膜に残っている。それを大切に耳の奥にしまい込んで、次のデートの約束を私は待つのだ。

　連絡先は交換している。だけど、今日のデートは楽しかった、なんて連絡はできない。必要なことだけを伝えるための、事務的なアドレスでしかない。

　こんなにも好きになってしまうなんて、思わなかった。

　もともと、ほんのりとした恋心は持っていたけれど。

　私の勤めているオフィスビルに入っている、株式会社ｔｉｅｓタイズの社長、近藤英治。学生時代に開発した動画投稿ＳＮＳアプリ「ｔｈｉｃｋｅｒスィカー」が大ヒットして、起業した優秀な人。切れ長の目にすっきりとした細面の彼は、笑うととても優しい顔になる。メール室勤務の私、富永とみなが千波ちなみは、彼の会社が入っているオフィスフロアを担当している縁で、彼と知り合った。

　目が合うと、いつも笑いかけてくれる。郵便物を渡せば、ありがとうと耳心地のいい声で言ってくれた。たまに、差し入れがあったからと、お菓子のおすそわけをくれることもある。

　ハンサムで優しい彼はメール室の中でも評判が高くて、彼のオフィスのあるフロアを担当している私はうらやましがられていた。

　郵便物を手渡して会話をすることもあるけれど、違う世界に住んでいる遠い存在。あこがれだけで終わるはずの淡い恋が、こんなに切なく胸を刺してくるまでに育ったのは、彼の頼みを受け入れたからだ。

　ある日、フロアの隅にある人目につきにくい非常階段前で、彼がスマートフォンの画面をながめて眉をひそめていた。苦い顔をしている英治さんを見るのは初めてで、何があったんだろうと気になった。

　おそらく仕事のことだろう。私が役に立てるものじゃない。だけど、関係のない人間にこそ話せる場合もあるんじゃないだろうか。

　そんなことを考えたような気もするけれど、よく覚えていない。気がついたら彼の傍に近づいて、どうしたんですかと声をかけていた。

「ああ、富永さん。いや……今度、交流会があるんだけど、先輩方に恋人はいないのか、紹介してやろうか、なんて言われるのが億劫でね」

　余計なお世話です、なんて言えない空気に困惑する気持ちはよくわかる。私も似た経験があったから。

「先輩たちが相手でしたら、無下にもできませんよね」

「そうなんだ。友達からでいいから会ってみないかなんて言われたら、断るのに苦労……あ、そうだ」

　困惑している英治さんの目に、明るさが灯った。新しい発見をした子どもみたいな瞳の色に引き込まれていると、にっこりされた。笑顔なんだけど、眉尻だけが困ったままに下がっている。

「妙な頼みだとはわかっているんだけど、恋人のフリをしてもらえないかな」

「恋人のフリ、ですか？」

　唐突過ぎて、言葉が脳の上を滑って落ちた。

「そう。恋人のフリ。恋人がいるとなったら、そんなことは言われないだろう？　交流会にはパートナーを連れてくる人も少なくないんだ。一緒に参加してくれないか」

　あこがれの人からの頼みが、ゆっくりと意識に浸透していく。すぐに返事をしない私に、英治さんの視線が注がれる。

　恋人のフリ。

　偽物でも、こんなにハンサムでかっこいい人の恋人になれるのならと、首を縦に動かすとホッとされた。ゆるんだ彼の目じりがほほえましくて、口元がほころんだ。

「よかった。ありがとう。ええと、それじゃあ今日から本物の恋人らしく振る舞えるように、練習デートを重ねよう。都合が悪ければ、遠慮せずに断ってほしい。あと、バイトみたいなものだから、いくらか支払った方がいいかな？」

「そんな！　いらないです。大丈夫です」

　あわてて顔の前で両手を振ると、英治さんはちょっと首をかたむけて「そう？」と言った。たとえ練習でも好意を持っている相手とデートができるのに、お金まで要求するなんて贅沢すぎる。お金のために受け入れたなんて思われたくないし、彼とのデートを素直に楽しめなさそうだ。

　かたむけていた首を元に戻して、英治さんはよろしくと右手を出した。握手をすれば、ビリッと心に軽い電流みたいなときめきが走ってドキドキした。

「これからは、俺のことは英治と呼んでくれないか。名字だと、恋人らしくないからね。俺も、富永さんを下の名前で呼んでもいいかな？」

「は、はい！　もちろんです。えっと、富永千波と言います。よろしくお願いします」

　勢いよく頭を下げれば、シニヨンネットの中にまとめている髪が、ぽわんと揺れてうなじを叩いた。

「こちらこそ、よろしく……千波」

　笑み交じりの、わずかなぎこちなさを含んだ声に心が弾んだ。はにかみながら、唇をもごもごさせて私も呼んでみる。

「ええと……英治、さん」

　うん、と軽く顎を動かした英治さんと連絡先を交換して、さっそく今夜はどうかなと誘われて、それから彼の恋人のフリがうまくできるように、デートを重ねている。

　手を繋いだのは、三回目のデートのとき。額にキスをされたのは、五回目のデートの別れ際。交流会は声をかけられた日の三か月後で、仮の恋人になると決まってから、もうすぐ二週間目が終わってしまう。

　英治さんと呼ぶたびに、新鮮さがまだ抜けていない私とは違って、英治さんはすっかり呼び慣れたふうに、私を「千波」と呼び捨てる。そのたびに胸がときめいて、ますます好きになってしまう。

　ダメだなぁ。

　このままじゃ、交流会が終わるまでには、どうしようもないくらい好きになってしまいそう。

　重たい息を吐いて前を見れば、憂鬱な顔をしている自分が窓ガラスに映っていた。その向こうには、街の明かり。

　本当の恋人になりたいけれど、私と英治さんじゃつり合わないよね。

　だったらせめて、終わるまでは本当の恋人だと勘違いさせてほしい。

　ふっと漏れた息にくすぐられた唇に、心にわだかまっているさみしさが移動した。額でも頬でもなくて、唇にキスが欲しい。なんて考えていることを知られたら、英治さんは私から離れてしまうのかな。別の誰か、割り切って演じられる人を探すのかな。

　そんなの、嫌だ。

　唇を引き締めて、窓ガラスに映る自分をにらみつける。あくまでも役目として、恋人を演じていると思っていてもらわないと。もしも、もっと親密な雰囲気を出すためにキスを求められたら、受け入れる気持ちは充分にあるけれど、私から言い出すのはよくないよね。まぁ、そんな勇気はないんだけれど。

　最寄り駅に到着して、改札を抜けて家路を歩く。リノベーションされてはいるけれど、もとは和室だったんだなとわかるフローリングのワンルームマンションが私の住まい。英治さんはきっと、もっと広くてステキなお部屋に住んでいるのだろう。

　生活している世界が違いすぎる人なんだと自分に言い聞かせて、期間限定の恋人役より先の望みは持たないようにしなさいと、わずかな期待を抱える気持ちを叱責した。
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　ビル内にオフィスを構えている各種企業の始業時間よりも早く、メール室業務は始まる。七時半に出勤をして、届いている郵便物を仕分けして、担当フロアのものをまとめて台車に載せる。ほかのビルはどうなっているのか知らないけれど、私の働くグローバルセンタービルはＩＤカードがなければオフィスフロアに行くことはできない。

　ショッピングモールやレストラン街に来ている人が利用するエレベーターとは違う、オフィス専用エレベーターで担当フロアのＩＤカードをかざせば、自動的にその階に連れていかれるシステムだ。私の担当は三フロア。そのうちのひとつが、英治さんが社長を務める会社のフロアだ。

　先に下りる同僚を見送って、階数表示を見上げる。英治さんと偽の恋人になってから、今まで以上に朝の業務が楽しいものになっていた。

「おはよう、千波」

　エレベーターの扉が開けば、にこやかな英治さんが立っていた。台車を押す私の手の横に手を添えて、朝一番の郵便物の配布を手伝ってくれる。これも親密になるために必要なことだと言われて、私はありがたく手伝ってもらうことにした。

　広いオフィスでふたりきり。シンと静まり返っている空間に足音と紙の擦れる音。私たちが立てる音のほかは、何もない。

「ごくろうさま」

　配り終えた私に、英治さんはコーヒーを勧めてくれる。社員が出勤するのは八時半以降。始業時間は九時からだから、それまでは誰にも邪魔をされる心配がない。

「ありがとう」

　ございます、と続けかけて口をつぐむ。英治さんは少しだけ眉を上げて、苦笑しながらお菓子をくれた。小分け包装されたバウムクーヘンだ。

「まだ、敬語は抜けそうにない？」

「いえ、あの……職場ですし」

「真面目だな、千波は」

　社長室に導かれて、来客用のソファに腰かけてコーヒーを飲む。

「まあ、公私混同はよくないか。俺はまだ勤務時間外だけど、千波は勤務中だもんな」

　あいまいに首を動かす。まだ仮の恋人という位置に心を落ち着けられないでいると知ったら、英治さんはどう考えるだろう。

「今日は定時で上がれそうなんだ。トラブルがなければ、だけど」

　向かいのソファに座っている英治さんが、膝の上に肘を乗せて指を組んだ。商談を迫られているようなポーズに、改めて偽の恋人なんだなと思い知らされる。

「はい、大丈夫です。いつものカフェで待っていますね」

「うん。ありがとう」

　英治さんの勤務は十八時までで、私の定時は十六時。二時間の空白は駅前のショッピングモールで過ごすことに決めている。

「いつも待たせて、申し訳ないな」

「気にしないでください。けっこう楽しんでいますから」

　彼と過ごせるのだとワクワクしながら、待ち合わせ場所のコーヒーショップで購入した旅行雑誌をめくったり、旅行会社のチラシをながめたりしていれば、あっという間に時間が過ぎる。

「いつも旅行会社のチラシをながめていたら、飽きるんじゃないか？　そうそう内容が変わるものでもないだろう」

　気にされていたのかと、恥ずかしくなった。

「そうですけど、会社とか行き先とかでプランがいろいろと違いますから」

「楽しそうに見ているよな。あと、真剣な顔をして検索をしている時もある」

　ますます頬が熱くなって、うつむいた。

「旅行、好きなんだ？」

「はい……だから、この仕事を選んだというか、なんというか」

　土日祝日が確実に休みで、残業も絶対とは言わないまでも、ほとんどなし。時給もいいメール室の派遣社員は、私にとってプライベートを大切にできる最高の職業だった。紅葉の季節がもうすぐ始まる。例年通りなら、来月の半ばくらいからだろう。貯めたお金でどこに行こうと考える時間は、心がはなやぐ。でも、今年は英治さんの恋人役をしているから、どこにも行けないだろうな。

　だけど、ちっとも残念じゃない。美しい紅葉を堪能するのは来年もできるけれど、英治さんの恋人役は今だけだから。交流会のある十二月で終わってしまう、二度と来ない役割だから。

「そっか。そういえば、来月は十一月……紅葉を見にいくのも、いいかもしれないな。ああ、でも一泊旅行はさすがにいきすぎか？」

　おどけた表情で流し目をされて、コーヒーが喉に詰まった。むせていると、ごめんごめんと軽い謝罪をされた。

「俺につき合うために、旅行を我慢しているのなら悪いと思ってさ」

「いえ、大丈夫です」

　深呼吸をして返事をしても、心の奥は大きくうねっていた。英治さんと紅葉を見にいけるなんて、最高にうれしい。だけどそんなことを言うのは、やっぱりダメだよね。本気じゃないかもしれないのに、ずうずうしいと思われてしまいそう。

　英治さんの視線が流れて、つられて追いかけた私の目が壁にかかっている時計に止まる。ほんの少しのつもりが、けっこう長く滞在していた。

「引き止めて悪かったな。まだ、ほかのフロアに届けにいかなきゃいけないのに」

「間に合うので、問題ないですよ」

　ソファから立ち上がると、メール室の皆で食べてとバウムクーヘンをいくつかもらった。そのバウムクーヘンを空になった郵便ボックスに入れる。配達先はあと二か所。届けるのは始業前までという決まりだから、時間はまだまだあった。だけど、あんまり長くメール室に戻らないと、何をしていたんだと聞かれてしまう。

「はい、これ」

　手渡されたのは、文房具の名前が書かれているメモだった。私たちは届いた郵便物を仕分けして運ぶだけじゃなくて、備品の発注も請け負っている。

「リストを聞いていたと言えば、言い訳になるだろう？」

　さりげない気遣いにキュンとしながら席を立ち、お礼を言ってエレベーターまで送ってもらう。

「じゃあ」

「はい、また」

　ゆっくりと閉じていくエレベーターの扉に、英治さんの姿が隠される。完全に見えなくなってから鋭く息を吐き出して、気持ちを切り替えた。

「よしっ！」

　仕事モードになった私はてきぱきと仕事をこなして、英治さんからもらったバウムクーヘンをお土産にメール室に戻った。
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　社員の誰かに見られるかもしれませんよと言った私に、英治さんは不思議そうな顔をして「問題でもあるのか？」と返した。私はかまわないけれど、英治さんに変なウワサが立ったら困るんじゃないですかと答えれば、恋人役の千波との仲が話題になれば、交流会での信憑性が増すだろうと快活に笑われた。会社を訪れる先輩への事前牽制にもなるから好都合だと。

「千波が困らないのなら、俺は平気だ」

「でしたら、いいんですけど」

　そんなやりとりをしてからも、私はまだ気にかけていた。ただのメール室の派遣社員が今をときめく有名ＩＴ企業の社長とつき合っているなんてウワサをされると、つり合わないからやめておけ、なんて助言を英治さんが受けるんじゃないかって。

　英治さんの評判を落としてしまうのではないかと、心配になる。だから仕事の制服を脱げば、まとめている髪を下ろして落ち着いた服装に身を包み、なるべく目立たないように心掛けていた。

　英治さんの会社は私服出勤だから、彼はそのままの恰好で現れる。ラフだけど清潔感のあるオフィスカジュアルな服装の彼と、並んでいてもおかしくないものを選んでいる。誰かに声をかけられたとき、すぐに仕事関連の話をしているだけだと英治さんがごまかせるように。

　私とウワサになってもいいと英治さんは言うけれど、周囲がきっと気にするはずだし、期間限定の恋人なのだから、交流会の後にさっぱりと過ごすためにはこのほうがいい。なるべく目立たないように、ふたりの仲がウワサにならないように、待ち合わせは会社に近い場所だけど、食事をしたりする場所は、会社の人と会わない所がいい。

　だからいつも、隠れ家的なお店がいいと彼に伝えている。お店を決めるのは、いつも英治さんだ。つき合わせているから払わせてくれと言われて、冗談めかしてはいたけれど男に恥をかかせないでほしいなと続けられたら、断れなかった。だから、おごられる身でお店を選ぶのは気が引けてしまう。

　行きたい店はないのかと問われたときにそう答えたら、欲がないのかと呆れを交えた笑みを向けられた。

「そういうガツガツしていないというか、控えめなところが千波のいいところだろうけど、あんまり遠慮をしてばかりいると、欲しいものが指の間からこぼれていくぞ？」

「そう……ですか？」

「代わりに、俺が受け止めてやらなきゃなって気になるよ」

　両手をそっと握られて、あたたかな声をかけられたら目の奥がじんわりと熱くなった。彼の気持ちがうれしくて、本当にそうなったらどんなにいいだろうと悲しくなって。

　英治さんの手は大きくて、あたたかくて、私の手を簡単に包んでしまえる。この手のぬくもりがずっと続いてほしいですと願えば、手に入れられるのかな。

　そんなことを思い出しながら、今日はどんなお店に連れていってくれるのだろうと、旅行雑誌をめくりつつチェーンのコーヒーショップで彼を待つ。現れた英治さんはすぐに私を見つけくれて、チラリとテーブルの上の雑誌に目を止めてから、行こうかと右手を差し伸べてくれた。雑誌をカバンに入れて、ためらいながら手を出すと、指を強く握られる。

　本当に、誰かに見られても気にしないと態度で示してくる英治さんの強さが、繋いだ指から私に移ってくれたらいいのにと願いつつ、彼の見つけたお店に向かった。

　今日のお店は、創作料理を出すこぢんまりとしたレストランだった。案内されたテーブル席には、アンティークっぽい雰囲気のランプが置かれている。赤味の強いオレンジの電球の光が優しくテーブルを照らしていた。とてもロマンティックな雰囲気のある、落ち着いたお店だ。

　メニューを開いた英治さんに、食べたいものを聞かれる。初めてのデートで、おごられるのならと遠慮をして値段の安いものを選ぼうとしたことがバレて以来、英治さんは私にメニューを見せずに、いくつかピックアップしたものの中から好きなものを聞き、注文をするようになってしまった。

　気を遣わせてしまったと肩をすぼめると、気を遣っているのはそっちだろうと笑われた。彼氏に遠慮なんてしなくていい。これでも俺は、千波よりも稼いでいるつもりだよとおどけた調子で言われて、恥ずかしくなった。

　つもりもなにも、派遣社員の私よりも社長の英治さんのほうが稼いでいるに決まっている。遠慮をすると逆に失礼なんだなって気がついて、それからは彼に甘えることにした。

「サラダは、チーズ系が好きだったよな。レモンドレッシングのカッテージチーズサラダっていうものがあるけど、試してみるか？」

「わぁ、おいしそうですね！　だけど、英治さんの好きなサラダがあれば、そちらにしてください」

「いいんだ、俺は。おいしそうに食べる千波を見ながら食べれば、なんでも好きなものになるから」

　さらっと言われて頬が熱くなる。こういうことを英治さんは当たり前の顔で言う。気負いなく口にする彼の言葉が心に沁みて、ガソリンいっぱいの車みたいに鼓動が元気に走り出す。

　本当のセリフじゃなくて、恋人らしく振る舞うための練習の言葉だって自分に言い聞かせても、ちっとも冷静ではいられない。次々に提案されるメニューに返事をして、英治さんが店員に注文をする声を聞く。柔和な笑みをたたえた店員の物腰は優雅で、洗練されていた。彼に連れられて入るお店は、私の知っている所とは雰囲気というか、格が違うんだなって店員の振る舞いから察せられる。

　ああ、また値段のことを考えてしまいそう。きっと私だったら、誕生日とかに奮発をしようと決めて、気合いを入れてくるようなお店なんだろうな、なんて。

　今日は職場でどんなことがあったのかなんて、たわいのない話をしながら食事を進める。英治さんは聞き上手で、すらすらと勝手に口が動いてしまう。ほどよく私の話を聞いて、英治さん自身の話もしてくれる。こんなに心地よく会話ができるなんて、不思議だ。弾んでいるというのでもなく、かといって無理に話題を探しているわけでもない、自然と空気が流れるように、言葉がするするとこぼれていく。耳に届く英治さんのお話も、そよ風みたいに鼓膜になじむ。

　ドキドキするのに落ち着いているなんて、奇妙な心地を覚えながらの食事は、とても楽しい。

　もうずっと何年も、こうして英治さんと過ごしていて、これから先もともにいられるような気になってしまうくらい、彼の醸し出す雰囲気が肌から沁み込んで心になじんでいた。

　料理がメインにさしかかったころ、不意にテーブルの上に影が落ちた。顔を上げれば、精悍な顔つきの、いかにもスポーツマンといった体格をしている男の人が立っていた。

「やぁ、基樹もとき」

「久しぶりだな、英治。おなじビルにオフィスがあるってのに、ちっとも顔を合わせない」

「自分のオフィス以外には、入れないからな」

「一部の人間を除いて、な」

　親しげに会話をするふたりを見つめる私の視線と、基樹と呼ばれた人の視線がぶつかった。何か言いたげな目は強すぎて、思わず顔を伏せてしまう。

「デート中に、邪魔をして悪いな。どこかで見たことがある気がするんだが、会ったことはあったかな？」

「いえ、ええと」

　私が答える前に、基樹さんが「ああ」と声を出す。

「メール室の事務員か。そうだろう？　制服姿ではないし、髪を下ろしているからすぐにはわからなかった。うん、清楚な雰囲気の人だとは思っていたが、こうして見るとますますそう感じるな」

　わずかに目を上げれば、まぶしいくらいの笑顔があった。なぜだろう。とてもさわやかな感じの人なのに、どこか怖いと思ってしまう。押し出しが強くて、体格がいいからなのかもしれない。距離感が、とても近すぎて困る、みたいな。

「自己紹介が遅れたな。俺は忍足おしたり基樹。英治とは大学時代からの友人だ。しかし、まさかメール室の事務員と、つき合っているとはなぁ」

　ニヤニヤしながら忍足さんが、英治さんを見る。違うんですと言いかけた私の口は、英治さんのやんわりとした流し目に止められた。

「まあ、いい。デートの邪魔をするのは、野暮だからな。今度、一緒に飲みにでも行こう。そのときに、どうやって彼女を口説いたか教えてもらうぞ」

　軽く英治さんの肩を小突いて、忍足さんは自分の席に戻っていった。

「あの……英治さん」

「気にしなくてもいい。俺は、バレたほうが好都合だと言っただろう？　千波も、知られても困らないと言っていたじゃないか」

「はい、そうです……けど」

「心配しなくていい。後で種明かしをすれば、いいだけなんだから」

「そ、う……ですね」

「今は食事を楽しもう」

　促されてフォークを持つ手を動かしたけれど、意識の端に忍足さんの去り際の目つきが引っかかっていた。ほんの一瞬だけ、鋭く見えたのは気のせいだろうけど、背筋がゾッと凍るくらい怖かった。

　笑うと人なつこいけど、黙っていると怖い顔になってしまう人がいるから、真顔に戻る瞬間をそう感じてしまっただけだと考えても、胸の奥に小さなざわめきが残っていた。

　メインを食べ終えれば、食後のドリンクとともに小さなお皿に盛られた、ひと口サイズのタルト、チョコレート、ミニゼリーがテーブルに並べられた。その後に、頼んでいないはずのショートケーキが運ばれてきた。

　目をパチクリさせながら英治さんを見ると、彼も驚いている。店員が「ご友人から、邪魔をしたお詫びだそうです」と視線を忍足さんに移した。軽く手を振る忍足さんに、英治さんが笑顔で手を振り、そういうことならと私を見る。

「ありがたくいただこうか」

　出されたものを遠慮して返すわけにもいかないし、本当はちょっと食べたいなんて思っていたからうなずいた。

　忍足さんを怖いなんて一瞬だけでも思ってしまったことが、恥ずかしくて申し訳ない。彼は学生時代からスポーツマンで、今でも体を鍛えていると英治さんに教えられたから、忍足さんは自分に厳しい人なんだろう。険しい顔つきになることだって、多いに違いない。それがふっと出てしまっただけで、怖いことなんてなんにもない。

　英治さんの友達なんだから、きっといい人のはずだよね。

　ケーキとおなじくらい、甘い英治さんの笑顔と声を聞いているうちに、私は忍足さんへのわずかな恐怖をすっかりと忘れ去ってしまった。










第二章











　翌日の朝、いつものように英治さんのオフィスで彼とコーヒーを飲みながらお話をして、次の配送のためにエレベーターに乗った私は、開いた扉の前に忍足さんの姿を見つけて驚いた。

「やあ、おはよう」

　さわやかな笑顔で手を差し伸べられ、おはようございますと返しながら台車を押す。背後でエレベーターの扉が閉まり、忍足さんが開けてくれたオフィスの扉をくぐった。

「こちらの企業で、働いていらっしゃるんですね」

　昨日、おなじビルにオフィスがあると話していたなと思い出す。ここはソフトウェア開発をメインとしているＩＴ企業「ｐｌｕｍｅプリューム」のフロアだ。

「英治みたいに、社長だったらいいんだけどな」

　おどけて肩をすくめた忍足さんに、目を丸くして首を振った。

「ここで働いているっていうだけで、すごいです！」

「まあ……どうだろうな。英治と比べれば、なんてことはない」

　ふっと自嘲気味に口許をゆがませた姿に、話題を変えた方がいいと察した。

「ええと、昨日はケーキ、ごちそうさまでした」

「いや、こちらこそ。デートの邪魔をして悪かったな」

　少し迷ってから、デート中の相手にさりげなくケーキを贈り、それを気軽に受け取れるくらいに気兼ねのない間柄なら真実を言っておいた方がいいかなと考えて、配布作業をしながら伝える。

「本当は、偽物の彼女なんです」

「偽物？」

　忍足さんの語尾がいぶかしげに上がった。

「はい。交流会が十二月にあって、そこで恋人を作れと先輩に迫られるのが嫌だから、仮の恋人になってほしいって、頼まれたんです。私、いいですよって言って……。そうしたら、当日までに自然な恋人として振る舞えるように、練習をしようということになって。だから、昨日のデートはそういうことなんです」

　ふうんと首をひねった忍足さんが、顎に手を当てて宙を見つめる。彼もＩＴ企業の社員だし、英治さんとはおなじ大学を卒業している友人だから、交流会について知っているかもしれない。だったら、英治さんが困っていることだって、わかっているだろう。

　何かを考えているような、思い出そうとしているような顔つきの忍足さんを目の端に映しながら、私は郵便物の配布を終えた。

「じゃあ、失礼しま……きゃっ」

　ガクンと体が引っ張られて、振り回される。背中に固い壁の感触を覚えると同時に、顔の横にたくましい腕が伸びてきた。ビクッとして目を閉じてうつむけば、顎に手をかけられて上向かされた。

「英治とは、恋人じゃないんだな？」

　低い声にそろそろと目を開けると、すごく近い場所に忍足さんの顔があった。恐怖で胸がドキドキする。みっしりとした気配に押しつぶされて、ぺしゃんこになってしまいそう。

　喉が詰まって声が出せなくなったから、うなずいて返事をすると忍足さんの目じりがゆるみ、口の端が意地悪く持ち上がった。

「ふうん……そうか、英治は君に、本気ではないと言っているのか」

　ニヤニヤとつぶやく表情はねっとりとして、意地が悪い。ゾワゾワと悪寒に産毛がざわめいた。

「それなら、俺とつき合わないか？」

「えっ……あの」

「英治とは偽の恋人を演じているだけなんだろう？　つまり君はフリーなわけだ」

「でも、私」

　グッと顔を近づけられて、身を引いて壁に頭を押しつける。怖すぎて視線が外せない。

「俺では不服か？　英治のように社長でなければ、箔がつかない？」

「箔だなんて、そんなこと考えていません」

「それじゃあ、なぜあいつの仮の恋人を受け入れたんだ。期間限定でも、ＩＴ企業の社長とつき合っているとなれば、箔がつくと考えたからじゃないのか？　好きでもないのに……？　ああ、それとも金を受け取っているのか」

「違います！」

　カッとお腹の奥が熱くなって、めまいがするほどの怒りが湧いてきた。叫ぶと恐怖が紛れて、わずかにひるんだ忍足さんをにらみつける。

「お金なんて、もらってません。私は……英治さんが困っていたから、役に立てるのならと思って」

「それで？　恋人だと周囲に知られて、交流会の後に実は偽物だったと言うのか。英治は酷なことを君に依頼したものだな。真実を知った君の同僚たち……いや、君を知っている人間はどう思うか」

　片頬だけを持ち上げた忍足さんのゆがんだ笑顔は、とても悪意に満ちていた。どうしてこんな仄暗くて気持ちの悪い表情をするんだろう。まるで英治さんをあざけているみたいだ。

「あいつは君がどうなるかなんて、ちっとも考えてやしない。俺とつき合え。交流会までの約束なら、裏でバレないように俺と関係を持てばいい。なぁ、どうだ？　そうすれば俺が君を奪ったという構図が出来上がる。君の名誉も守られるだろう」

「私の名誉なんて、そんなもの」

「英治の名誉も守られる。考えてもみろ。手近な女を恋人役に仕立て上げ、終わったらさっさと捨てるなんて、非難されて当然じゃないか」

「どちらも納得済みのことですし」

「他人はそうは思わないさ……。あいつは君を、期間限定の都合のいいセフレとして扱ったとウワサが立つ」

「せっ、セフレだなんて、そんな」

　セックスどころか、唇にキスをされたこともないのにと真っ赤になると、忍足さんの目が鋭く細められた。

「どうだ、今日から俺の女になれ」

　顔が近づいてくる。自信満々の表情でキスを迫られて、とっさに顔をそむけてしゃがんだ。不意をつかれた忍足さんが動きを止めた隙に、脇の下を潜り抜けて台車を掴む。

「私、まだあと一か所、届ける場所がありますからっ！」

　台車を小走りに押してエレベーターホールに向かう私の背中に、言葉が投げつけられた。

「英治が、おまえみたいな地味な派遣社員を本気で相手にすると思うのか！」

　オフィスの扉を潜り抜けて、エレベーターの到着を待つ。振り向いたけれど、忍足さんは出てこなかった。開くドアの速度がもどかしくて、中に飛び込んで閉じるボタンを激しく連打する。ゆっくりと扉が閉まった箱の中で、吐息をこぼしてヘナヘナと座り込んだ。

「なんなの……いったい」

　胸の上に手を置けば、ものすごく緊張していたのだと実感した。怖かった。私がなびくと当然のように思っている自信に満ちた表情と、威圧するほどにすさまじい存在感を思い出せば息苦しくなった。

　背中にぶつけられた忍足さんの声が、じわじわと広がって体を包む。

　――英治が、おまえみたいな地味な派遣社員を本気で相手にすると思うのか！

「わかっています……そんなこと、わかっています」

　目の奥が熱くなって、泣いちゃいけないと思うのに瞳が潤んだ。

　英治さんが私に本気になんて、なるはずない。私はあくまでも仮の恋人で、あんなにハンサムで優しくて頭のいい英治さんと私では、つり合が取れないことぐらい、わかっている。だけど他人の口から言われて、改めて思い知らされると、どうしようもないほどの悲しみが生まれてしまった。

「っ、う……ぅ」

　グッと奥歯を噛みしめて嗚咽を殺し、台車の持ち手を握りしめて立ち上がる。英治さんと会いたい。笑顔を向けられたい。

　――あいつは君を、期間限定の都合のいいセフレとして扱ったとウワサが立つ。

　そんなウワサが立つのなら、本当にセフレとして扱われてもいい。ううん、扱われたい。

　ふっとよぎった考えに、体が火照ってハッとした。はしたないと思いながらも、英治さんに抱かれたいという気持ちがふくらむ。

　だけど、私から言い出すなんてできないよね。

　求められていないのだから、自分から欲しがるなんておかしいと下唇を噛んだ。だって私は、本当の恋人でもセフレでもないのだから。そんな私が唇にキスをしてほしいとか、それ以上がしたいとか言い出すなんて、おかしすぎる。

　だからって、英治さんからしてくれるなんて、ないよね。

　自嘲に唇をゆがめた瞬間、英治さんの声が鼓膜の奥によみがえった。

　――でも一泊旅行はさすがにいきすぎか？

　ドクンと鼓動が跳ね上がる。冗談ではなく、本当に一泊旅行をしてもいいと考えてくれているのなら、小さな期待を持ってもかまわないんじゃないか、なんて希望を見つけた。

　頭を振って考えを追い払い、次の配達先フロアのＩＣカードをかざした。

　英治さんが私に手を出すなんて、あり得ない。

　根拠のない自信がある。

　彼はとても紳士だから、仮の恋人である私に手を出すはずはない。デートの時に積極的に手を握ってくれたり、別れ際に頬や額にキスをしてくれたりすることはあるけれど、それ以上は決してない。あれだって、より親密に見せるための演技で……演技で、あんなことができる人なんだ。

　スウッと胸の奥が冷たくなる。エレベーターのドアが開いて、慣れた配布作業をしながら思考を進めた。

　海外の企業とも取引があって、外国の人と接することも多く、招かれて海外出張をすることもあると言っていたことを思い出す。外国では、挨拶でキスをする。英治さんの振る舞いは、外国だったら相手が異性であっても、普通の態度なのかもしれない。日本では特別に親密な行為だと受け取られるけれど、外国では普通のことだから英治さんはためらいを感じていないのだとしたら。

　私ひとりがドキドキして、勝手に舞い上がっているだけってことだ。

　気がつけば配布は完了していた。メール室に戻って、次の作業に取りかからなくちゃいけない。

　昼には、英治さんの会社に出向いて、備品の補充をおこなうことになっている。

　会いたくないな。

　自分の考えにビックリして、だけど気持ちに向き合って、私は本当に英治さんに恋をしてしまっているんだなぁと苦笑した。

　だって、こんな気持ちで英治さんに会ってしまったら、本気で甘えてしまいそうだから。恋人として、慰めてほしくなってしまうから。忍足さんの言葉を否定してもらいたくて、本当は好きだよなんて言ってもらえるんじゃないかって、期待をしてしまうから。

　だから、混乱している気持ちが落ち着くまでは、英治さんとは会いたくないな。

　今日のデートの約束は、用事があるって断ってしまおうか。だけど、用事もないのに断るのは気が引けるし、英治さんと過ごせないのはちょっぴりさみしい。

　悩みながらメール室に戻って、彼氏との話題をよくする上坂かみさかさんに声をかけた。

「ねえ、上坂さん。前に、彼氏になんとなく会いたくなくなる時があるって、話していましたよね」

「ん？　ああ。時々ねぇ、そういう気分になるときがあるんですよ。なんていうんですかねぇ……彼氏に依存している自分から、ちょっと離れたくなるっていうか、理由っていう理由は思いつかないんですけど。ほんと急に、なんとなく突然、あぁ、今日はちょっと会いたくないなぁってなるんですよねぇ」

「そういうときって、どうするんですか？」

「どうもこうも、素直に、今日は会いたくないって言いますよ」

「それで、怒られたりはしませんか？　気まずくなったりとか」

「怒られたことはないですよ。向こうも、そういう気分じゃないからって断ってくることもありますし。ウソの用事を作ってごまかすより、素直に気分が乗らないからって言った方が、誠実じゃないですか」

　なんて強いんだろうと感心してしまう。信頼関係がしっかりできているんだなと、うらやましくなった。

「どうしたんですか、突然。なんか、あったんです？」

「ううん……ちょっと、気分が乗らないなぁって時は、どうしているのかなって気になったんです」

　ふうんと理由を知りたそうな顔をしながらも、上坂さんは追及してこなかった。

「友達相手でも、たまにありません？　なんか気持ちが萎えちゃって、誰とも会いたくないなぁ、みたいな。それで無理して会っても、しんどいじゃないですか。それが向こうに通じたら、向こうも気を遣うでしょう？　だったら、スパッと会わないって選択をしたほうがいいと思うんですよねぇ」

　言ってから、上坂さんはカラカラと朗らかに笑った。

「まあでも、これって私のキャラだから許されるってとこ、あるかもしれないですけどねぇ。富永さんがやったら、相手がすんごい気にしちゃうかも」

「そうですか？」

「なんか富永さんって、真面目っていうか、気遣いの人っていうか、自分の具合がちょっとくらい悪くても、相手につき合っちゃいそうだから」

　自分の評価を聞いて、目をパチクリさせていると上坂さんがまた声を立てて笑った。

「自分では気がついていないのかもしれないですけど、富永さんは真面目ちゃんですよ。だから、人より余計に気疲れしちゃうのかもしれないですね。相手が誰かは知りませんけど、気分が乗らないって思った時は、思い切って断るのも大事ですよ。でないと、心が潰れちゃいます」

　コーヒー淹れてきますねと言って、上坂さんは楽しそうな足取りで給湯室に向かった。真面目だと思われていたなんて、ちっとも知らなかった。それってつまり、堅い女ってことなのかな。だから英治さんは私に手を出さないのかな。上坂さんみたいなタイプなら、割り切ったつき合いができそうだって、キスやそれ以上もしちゃうのかな。

「砂糖とミルク、たっぷり入れておきましたから、これを飲んでちょっとのんびりすればいいですよ」

　コーヒーを差し出されて、ありがとうと受け取った。にっこりとした上坂さんが自分の席に着きながら、うふふと肩をすくめる。

「だけど、うれしいなぁ」

「え」

「富永さんがそういう相談をしてくれたのが、ですよ。なんか、親密になれたって感じ。あ、そうですよ！　信頼しているから、そう言っているんだってわかったら、相手も悪い気はしないんじゃないですか？」

「そういうものですか？」

「そういうものですよ！　正直に言ってくれて、うれしいなぁって思いますって」

「でも、それで気分を損ねたら」

　英治さんの不機嫌な顔は想像もできないけれど、依頼主なのに誘いを断られたら、不快になるんじゃないだろうか。

「暗い顔して。そういうところが、気遣いの真面目ちゃんなんですよ。たまには自分に正直に、ちょっとワガママを言ってみるくらいしておかないと、相手に舐められちゃって、損ばっかりすることになりますよ」

「舐められるって、そんなことをする人じゃないですよ」

「そんな人じゃなくっても、気がついたら自分の負担になっているってことも、あるんですって。だから、勇気を出して断ってみたらいいんです。受け入れてくれたら、それってちゃんと富永さんのことを大切にしてくれているってことですし、怒ったら、それはそこまでの仲ってことで」

「で、でも」

　ためらっていると、ほらほらと上坂さんに強引にスマートフォンを出すように迫られる。

「つき合う相手が自分を大切にしてくれているか、そうじゃないかはきちんと把握しておかないと、どんどん辛くなりますよ。いい機会じゃないですか」

　私を大切にしてくれているか、そうじゃないかなんて、頼まれ事を引き受けただけなんだから、気にしなくてもいいはずなのに、忍足さんの「あいつは君がどうなるかなんて、ちっとも考えてやしない」という声が頭の隅に響いて、気持ちが揺れた。

　ダメだと思いながら、メッセージアプリを取り出して英治さんとのトーク画面を開く。恐怖と期待をない交ぜにしながら、おそるおそる文面を打ち込んだ。

『今日、さっき約束をしたばかりですけど、キャンセルさせてください』

　じっと文章を見つめて、理由を書いた方がいいかどうか悩んでいると、横から伸びてきた指に送信をタップされた。

「あっ！」

　メッセージが英治さんに送られる。指の主の上坂さんは、いたずらっ子みたいにニンマリしていた。

「心配しすぎですよ。なんかあったら、私がけしかけたんだって取りなします」

「でも」

「本当のことでしょう？　理由とか、ごちゃごちゃ考えなくっていいんですよ。もしも用事がないのにって気にしているなら、私とお茶しませんか？　って、それじゃあ意味ないか」

　うーんと考える顔になった上坂さんの無邪気さに、クスッと笑って首を振った。

「不安なので、一緒にいてもらえると助かります」

「やった！　いつも私ばっかり勝手にしゃべって、富永さん迷惑なんじゃないかなって思っていたから、よかったぁ」

　胸に手を当てて大げさに安堵の息を吐く上坂さんに、ほっこりしながらコーヒーに口をつける。

　たっぷり砂糖とミルクを入れたと言っていた上坂さんの淹れてくれたコーヒーは、想像以上に甘くて、ものすごくあたたかかった。





＊






　翌日は、英治さんが取引先の方と会うというので、デートはなかった。その翌日も、約束は交わされなかった。忍足さんのいるフロアに出向くときはとても緊張したけれど、彼に声をかけられることはなくて、ホッとした。たぶん、私をからかってみただけなんだろう。もしかしたら、英治さんの友人という立場から、私は彼にふさわしくないから妙な期待を持たないようにと釘をさすために、わざと意地の悪い傲慢とさえ思える態度で誘ったのかもしれない。

　そんなことを思いつつ、前よりもずっと仲良くなった上坂さんとおしゃべりをしながら郵便物を台車に載せて、エレベーターに乗りこんだ。

　今日は金曜日。明日は休日だ。英治さんは今日も、誰かとの予定があるのだろうか。友人や業界の人と飲みにいくってなったら、金曜日は最適の日だもんね。

　また来週にでも、と言われる可能性を抱えてフロアに到着すれば、いつものように英治さんが、まだ社員がひとりも来ていない始業前のオフィスの扉の前で私を待っていてくれた。

「おはようございます、英治さん」

「うん、おはよう」

　心なしか、英治さんの表情が硬い。何かあったんだろうか。

「どうかしたんですか？」

「何が？」

「顔色が悪いというか、その」

　うまく言えなくて言いよどむと、ふっと英治さんの目じりがゆるんだ。

「なんでもない。ちょっと、疲れが出ているのかもしれないな」

「お忙しいんですね。この間から急に寒くなってきましたし、風邪を引いたりしないように、お大事になさってくださいね」

「ああ」

　体調が悪いのなら、今日もデートはなしかと落胆しつつ、郵便物を所定の位置に配布する。英治さんも手伝ってくれて、いつもより少なめだったこともあり、早めに作業を終えられた。

「千波」

　英治さんに手招かれて、社長室のソファに収まりコーヒーをいただく。この時間があるだけでも充分すぎるのに、デートができないからと残念に思うのは贅沢だ。私、いつの間にか欲深くなってしまっていたんだなと反省する。

「あれから、忍足とは会ったりしているのか？」

　唐突に問われて、キョトンとした。どうしてそこで、忍足さんの名前が出てくるんだろう。おなじビル内で働いている友達のことだから、気になっているのかな。

「担当フロアに、忍足さんの会社のオフィスがありますから、お姿を拝見することはありますけど」

　迫られたことを伏せて言えば、そうかと低い声で返された。沈んだ声をいぶかしみながら、疲れていると言っていたなと思い出す。

　私なんかが想像もつかない業界上の問題とかが、あるのかな。それに忍足さんが関係しているとか。だから忍足さんは、何か、相談したいと考えて、あの店で英治さんに声をかけたのかもしれない。

「千波は、俺の恋人だという自覚はあるか？」

「え？」

　唐突過ぎる質問に、目を丸くする。

「自覚というか、交流会で女の人を紹介されないために、私を偽物の恋人として紹介するんですよね？」

　まだ態度がよそよそしいから、もっと真剣に取り組めということなのかな。

　ギュッと英治さんの眉根が寄って、苦しそうな顔になる。私、答えを間違ってしまったのかな。

　不安になって英治さんの言葉を待っていると、彼はいつもの私の向かいのソファじゃなくて、隣に腰かけた。

「英治さん？」

　あの、と言いかけた喉が詰まった。見つめてくる英治さんの瞳に、憂いがある。気のせいだよね。英治さんが悲しい顔をする理由なんて、ないはずだもの。あるとしたら、私が期待通りにできていなくて、落胆させてしまったってことくらいしか思いつかない。

「千波」

　ささやかれて、ドキリと心臓が跳ねた。蜜みたいに甘いのに、どこか悲しげに響いた私の名前に鼓膜が震える。英治さんの手が頬に添えられて、怖いくらいに真剣なまなざしに心が吸い込まれた。

　唇に柔らかな感触。探るように動くそれが、英治さんの唇だと気がつくまで、ちょっぴり時間がかかった。

　私、唇にキスをされている。

　ギュッと心臓が絞られたみたいに痛くなって、息を呑んだ。探るような英治さんの瞳を見つめ返す。拒絶していませんと伝えるために。

　そろそろと舌が差し込まれて、私は口をわずかに開いた。鼓動が激しく高鳴って、息が苦しい。

「んっ、ぅ」

　舌は歯を超えて上顎に到達した。ゾクゾクと心が震える。ずっと欲しいと思っていて、だけど与えられることはないとあきらめていた深いキスに感動を覚えた。口蓋のヒダを舌先でくすぐられると、ムズムズした。不快なものではなくて、何かを呼び覚ますようなくすぐったさを感じる。英治さんの舌は口蓋を撫でると、歯裏をなぞって頬裏をつつき、私の舌をダンスに誘うようにうごめいた。浮いた私の舌に、英治さんの舌が絡む。

「んぅ、ふ……んっ、んぅ、う」

　肩に乗った英治さんの指に力がこもる。腰を引き寄せられて、英治さんの硬い胸に手を乗せれば、キスはさらに深くなった。

「ぅ、んんっ、ふ、う……ん、ふっ」

　体がじわりと熱くなる。肌がわなないて、どうしようもなく女であることを示す箇所が存在を主張した。

　私、欲情してる。

　ふっとまつ毛を落とせば、英治さんの顔が離れた。腰にある腕はしっかりと私を捉えたままで、肩にある手の指も強く肌を押している。

　無言で見つめ合い、英治さんが何か言うのを待った。

　目の奥を覗き込んでくる彼の瞳は、私の気持ちを推し量っているみたいだ。仮の恋人なのに、本当に恋をしてしまっているとバレたらどうしよう。本気になられるとわずらわしいかと、終わりにされてしまったら。

「旅行」

「え」

「行こうか」

　唐突な誘いにポカンとしていると、英治さんは硬い表情のままで唇だけを笑みの形に変えた。

「明日は土曜だろう？　問題がないのなら、旅行をしないか。温泉旅行……。紅葉を見て、のんびりと過ごすんだ」

　前に、旅行に行こうかと誘ってくれたのは、本心だったのかと胸が熱くなる。

「いいんですか？」

　おそるおそる問えば、うん、と首の動きで答えられた。

「千波が嫌じゃなければ、今夜からでも」

「今夜から？」

　声が跳ね上がってしまった。急展開すぎてクラクラしてしまう。

「疲れていると言っただろう？　思い立ったら、静かな場所でのんびりと過ごしたくてたまらなくなったんだ。旅行が好きだと言っていたし、どうかな」

　どうもなにも、ありがたい申し出だけれど。

「私で、いいんですか？」

　疲れているのなら、気心の知れた友人と行くか、ひとり旅のほうが気楽でいいんじゃないかな。

「千波がいいんだ。千波となら、のんびりできる」

　勘違いしちゃいけないと、とっさに理性が叫びを上げる。うっかり本当の恋人のように、ときめきを覚えた心がざわついていた。だけど、でも、仮でも恋人なんだから、錯覚をするくらいの関係になったって、かまわないよね？

　唇に残るキスの感触を引き寄せて、顔を伏せた。きっと私、今すごくニヤついている。

「千波？」

「大丈夫、です……。今夜からでも、仕事が終わったらすぐに、準備します」

　英治さんだって準備の時間が必要だから、出かけるのは早くても二十二時とか、そのくらいになるんだろうなと思っていたら、前髪に唇を寄せられた。

「それじゃあ、駅で待ち合わせをしよう。行き先は俺に任せてくれ。きっと気に入ってもらえると思う。待ち合わせは十九時にしようか。夕食を一緒に食べられる」

　予想以上に早い待ち合わせ時間に驚いて顔を上げれば、柔和な英治さんの顔があった。

「英治さんの準備は、大丈夫なんですか？」

「男の準備なんて、そう時間がかかるものじゃないからな。仕事が終わって、適当にカバンに着替えを詰めれば終わりだ」

　にっこりされて、心音が激しくなった。

「それで、いいか？」

　はい、と答えたいのに期待と喜びに喉が渇いて、声が出せない。うなずけば、それじゃあと英治さんが腰を上げた。

「今夜から、二泊三日の予定だから。楽しみにしているよ」

「よろしくお願いします」

　立ち上がって頭を下げれば、苦笑された。

「俺の方こそ、よろしく」

　ふわふわとした足取りで台車を押して、エレベーターホールに向かう。いつものように英治さんに見送られて、ゆっくりと閉じるエレベーターの扉の向こうにいる彼の姿をながめていたら、不意に彼の手が伸びてきて、抱き寄せられた。

「え、英治さん？」

　目を白黒させていると、ポンポンと軽く背中を叩かれる。

「ハグをすると、ストレスが軽減されるらしいんだ」

　耳をくすぐる息に誘われて、英治さんの体に腕を回した。社長というものは頭だけじゃなく、ものすごく気も遣うはず。ほんのわずかでも私が癒やしになるのなら、いくらでも、なんでもしたい。

　しばらくじっとしていると、エレベーターが不機嫌な音を出した。長く扉を開きすぎているという警告音。英治さんのぬくもりが離れて、扉がゆっくりと閉まっていく。静かに閉まった扉の向こうにいる英治さんに心を残したまま、次に行くフロアのＩＣカードをかざした。

　移動するエレベーターの中で、唇に指を乗せる。まだ英治さんの唇の感触が残っている。

　キス、された。

　ずっと欲しかった場所に、キスをされた。うれしい。

　喜びに浸っていたら、忍足さんの声が悪魔のささやきのようによみがえった。

　――あいつは君を、期間限定の都合のいいセフレとして扱ったとウワサが立つ。

　どうせウワサが立つのなら、本当にセフレとして扱われたほうがいい。

　――英治が、おまえみたいな地味な派遣社員を本気で相手にすると思うのか！

　身の程は知っている。だからこそ、偽物でもいいからキスやそれ以上が欲しい。一時でも、好きな人に求められたという実感が欲しかった。

　情けないとか、都合のいい女だとか思われてもかまわない。英治さんを受け止められるのなら、後でどんなに傷ついたって、何もされなかったと落ち込むよりはいい気がしている。

　大胆な自分の思考を理性では意外に思いながら、心はとても納得していた。

　私、どうしようもないくらい、英治さんに惹かれてしまっているんだなと、改めて認識する。

　バカだなぁと呆れながらも、好きなんだからしかたがないと、自分の中でふたつの意見が会話をしていた。

　すべての郵便物を配り終えてメール室に戻ったら、上坂さんが「おかえり」と声をかけてくれた。そうだ。私には終わってから話を聞いてくれる同僚がいるんだった。上坂さんなら、きっと嫌悪をせずに聞いてくれる。呆れられるだろうけれど、拒絶も否定もしないでいてくれるはず。

「ねえ、上坂さん」

「何？　どうしたの」

　すっかり砕けた口調で会話をするようになった彼女が、小首をかしげる。微笑を浮かべて言いよどめば、言いづらいのだと察してくれて顔を近づけてくれた。

「ちょっと、聞いてほしいことがあるの。今すぐにじゃなくて、来月の後半……クリスマスが終わって……年内の仕事が終わるころになるかもしれないんだけど」

　交流会が終わって、クリスマスに上坂さんが彼氏との楽しい時間を過ごし終えて、今年の区切りが終わるころ。年を越す前に、気持ちの整理をつけるために、話を聞いてもらいたい。

　不思議そうな顔をした上坂さんは、詳しく聞きたそうな気配をしながらも「わかった」と了承してくれた。

「どんな話かわかんないけど、そのころに決着がつく内容ってことだよね？　私でいいなら、聞かせて」

「ありがとう」

　ひとりで抱えなくてもよくなって、心がわずかに軽くなった。恋人期間が終われば、悲しくなるのは目に見えている。だけど話を聞いてくれる人がいれば、表面上だけでも冷静に、英治さんのいるオフィスに郵便物を届けに行けるようになれるはずだ。

「上坂さんがいてくれて、よかった」

「まだ話も聞いていないのに、そんなことを言われたら腹を据えておかないとね」

　茶目っ気たっぷりに片目を閉じた上坂さんに、心の底から感謝した。










第三章











　浴衣と丹前を着て、ぼんやりと窓の外をながめる。ガラス戸の向こうは無数にまたたく星々の世界だ。うっそうとした木々の影が、空との境界を作っている。

　電車に乗って二時間ほどで到着した温泉旅館は、とても趣のある所だった。駐車場から石畳の小道を上っていくうちに、日常とは違う空間に到着したのだと心が浮き立った。

　物腰の柔らかな仲居さんに案内された部屋は広く、窓から山々の景色を望める。夜だから、山の姿は黒い影になってしまっているけれど、星空がとてもステキだ。日中は、運が良ければ遠くに富士山が見えるのだと教えてくれた。

　冷えただろうと英治さんに促されて、外の景色を楽しめる内湯に入った。今は、英治さんがお湯を使っている。

　心臓の上に指を置いて、深呼吸をする。部屋にはすでに布団が敷かれていた。ふたつ並んだ布団に緊張をしてしまうのは、今朝のキスがあるからだ。

　その気なのかなと、期待をふくらませながらもおじけづいてしまう。どういう心境の変化なんだろう。

　物音がして、顔を向ければ英治さんの姿があった。すらりとした体を浴衣に包んでいる。湯に火照った肌と相まって、和服姿が妙になまめかしく感じられてドキドキした。

「あ、お茶……淹れますね」

　恥ずかしくなって、急須に手を伸ばした。ゆったりとした足取りで近づいてきた英治さんに湯呑を差し出す。

「ありがとう」

　受け取って、口の中で転がすように味わう英治さんの上品な仕草に見惚れていると、頬にかかる横髪を耳にかけられた。ピリッと静電気が走ったのは、英治さんの意図に私の気持ちが弾けたからだ。

「千波」

　吐息交じりの声に唇を薄く開けば、キスをされた。まるで、そういう意図でこの旅館に来たと言わんばかりだなぁ、なんて考えるともなしに思いながら英治さんのキスを口内に迎え入れる。

　私の様子を窺うように、そろそろと動く舌に返事をしてもいいのかな。私から舌を伸ばせば、はしたないと嫌がられるだろうか。だけど、英治さんに早く奪われたい。

　彼の浴衣の合わせ目を掴めば、腰を引き寄せられた。彼の膝をまたぐ形で抱き合って、キスを続ける。首の角度を変えてたっぷりと口腔を探索されれば、湯上がりよりもずっと体がポカポカした。内側が甘くとろけて、女の部分がくすぐったくなる。ゆるやかに動いて存在を主張する箇所が、ほんのりと濡れていくのがわかった。

　私、キスだけでこんなに反応しちゃってる。心も体も英治さんを欲しがっている。

　濡れた英治さんの瞳に劣情が揺らめいていた。彼も私を欲しがってくれている。うれしい、どうしよう……。早く英治さんに奪われてしまいたい。

「英治さん」

　そっと名前を呼べば、苦しそうに眉根を寄せた英治さんが口角を持ち上げた。獰猛さを感じさせる微笑に、私は獲物なんだと自覚する。英治さんという狼に、食べられてしまう小動物。

　彼の膝にまたがったまま、丹前を落とされて浴衣の襟を開はだかれた。ささやかな胸のふくらみがあらわになって、肩にキスをされる。ゾクゾクして思わず目を閉じて吐息を漏らせば、軽く歯を立てられた。

「あっ」

　小さな声を漏らして、英治さんの頭を抱きしめる。舌が肌を伝って乳房を滑り、ツンと尖った場所に到達した。舌先で飴玉を転がすようにもてあそばれて、色づきの輪郭をなぞられて、唇で摘まむように噛まれて、強く吸われて。

「はっ、ぁ、あ……あっ、ん、ぁ」

　鼻にかかった息が体の底からせり上がってきて、喉からこぼれる。止めることなんてできないくらい、強い快感が腹の奥底から次々に生まれて心の昂りと混ざり合い、意識をクラクラと酔わせた。

「ふ、ぁ、ああ……あ、あっ」

　たっぷりと濡らされた片方から唇が離れて、反対側に移動した。あたたかな彼の舌がはずれた場所が、急速に冷えていく。

「んっ、英治さん」

　乾いている方を口に含んだ英治さんは、チラリと上目遣いに私を見て、震える濡れた胸先に指をかけた。

「あんっ」

　キュッと指の腹で押しつぶされて、クリクリと刺激されれば体が反った。背後に倒れそうになった体を、英治さんの腕が支えてくれる。チュクチュクと胸に甘えるような舌撫と指技に翻弄されて、肌がとろけるほどに熱を持った。ヒクヒクと女の部分がわなないて、じわりじわりといやらしい蜜をこぼしている。

　このままじゃショーツが濡れてしまう。だけど、脱がしてほしいなんて自分からは言えなくて、開いた脚を閉じたいけれど英治さんの体に阻まれているからできなくて。

　モジモジしていると、硬い物が女丘をかすめた。

「っ！　あ」

　ビクッとすれば、英治さんはイタズラがバレた子どもみたいな顔をした。硬い物が英治さんの欲の象徴なんだと気づいて、一気に体温が上がった。

「英治さん」

　興奮してくれている。私を愛撫しながら反応してくれているんだと、感動に声が震えた。これは夢でも幻でもないんだと知りたくて、おそるおそる腰を落とせば、先端が恥裂に触れた。脚を開いているから、浴衣の裾ははだけている。だけど、肝心な部分はきちんと隠れていた。私の欲しがっている場所と、英治さんの強直の間にはそれぞれが身に着けている布がある。

「このままだと、浴衣を汚してしまうな」

　意味ありげに言われて、唇を固く結んだ。口の中で言葉をしばらくとどめてから、思い切って音にする。

「脱がせてください」

　うわずった声になってしまった。うなずいた英治さんの手で帯を解かれて、浴衣を背後に落とされる。ショーツだけの姿になった私に、英治さんはまぶしそうに目を細めた。恥ずかしくて英治さんの首に腕を回してしがみつく。英治さんの腕が、お腹のあたりでゴソゴソ動いて、彼が自分の高ぶりを取り出したのがわかった。先端で恥丘をつつかれて、尻を両手でわしづかみにされる。ヒクッと陰唇が波打って、陰裂のはじまりに触れた亀頭をくすぐった。

　お尻を揉まれると腰が揺れる。わざとなのか、たまたまなのか、英治さんのお尻を揉む動きに合わせて体が前後し、ショーツ越しに割れ目が熱杭の先で擦られる。じわじわと奥から湧き出る愛液でショーツが濡れて、肌に張りつく。

「は、ぁ……あっ、ぁ、ああ……あっ、ん、ぁあ」

　乳房に吸い付かれて、お尻を揉まれて、弾力のある硬いものでふくらんだ女の部分をなぞられて……。もどかしいほど緩慢な快感に、脳がとろける。

「ふ、ぁ、あんっ、ぁ、ああ……英治さん、ぁ、あ」

　自然と腰が揺れてしまう。膝がガクガクして、英治さんの腕に支えられていなければ、そのままペタンと彼の太腿の上にお尻を落としてしまいそう。

「んっ、ぁ、は、ぁああっ、あっ、ふぅ」

　ゾワゾワと快感に肌が震えている。頭の中がジンジンして、ふくらんでいくみたい。目を閉じて、口を開いて、声を出して。英治さんの肩を掴んで、足に力を込めて、倒れてしまわないようにするので精一杯。だけど、それも限界に近づいている。体中が快楽という名前の甘い蜜でコーティングされて、ふわふわとおぼつかなくなった。

「んっ、ぁ、ああっ！」

　胸の先に軽く歯を立てられると、鋭い刺激が胸の芯から全身へと広がった。刺激に力が抜けた瞬間、英治さんの熱がショーツの脇から滑り込んで、欲情に濡れてふっくらと熟れた私の内側に突き刺さった。

「っ、あ、ああ……あ、は、ぁああ」

　衝撃に目を開いて、背をしならせて、圧迫に押し出された息を吐き出す。隘路がすがるように埋め込まれたものを締めつけて、体の芯が熱の楔になった気がした。

「千波」

　かすれた英治さんの声に、心の中で吐息をこぼす。私の中に、英治さんがいる。震えて求めて疼いていた場所が、英治さんで埋め尽くされている。

　深く息を吸い込めば、ギュッと強く抱きしめられた。目を閉じて、英治さんの存在を味わっていると首筋にキスをされた。唇が這い上がってきて、顎に触れる。舌先で促されて顔を動かすと、キスをされた。

「んっ、ん……ふ、ぅ」

　ついばむようなキス。吐息交じりの息を交わして、濡れた唇をじっくりと味わった。心の中も体の中も、英治さんでいっぱいになっている。なんて幸せなんだろう。夢でも幻でも偽物でもいい。こんなに優しいキスと、熱い体をもらえたんだから。

　悦楽に体も心も震わせて、自分からもキスをしてみる。英治さんはちょっと驚いた顔をしたけれど、すぐに目じりを甘く細めてじゃれつくように唇で噛みついてきた。クスクス笑って仕返しすれば、舌が伸びてきた。舌先でくすぐりあって、彼の舌を招いて口内を愛撫してもらう。気持ちがよくて、じっとしていられなくて身をよじれば、内側が軽く擦れた。

「んっ、ぁ」

　ヒクンと波打った隘路が、英治さんの熱を絞るように痙攣した。英治さんの唇から、熱っぽい息がこぼれる。軽く突き上げられて、あっ、と声を上げれば、英治さんは意地の悪い顔をして、また腰を軽く揺すった。

「あっ、ん、は……あっ、あ、あ……っ、ふ」

　幼子をあやすような動きで、英治さんは私を揺する。小さな声を上げて応える私をまぶしそうに見る彼に、胸がキュウンと絞られた。愛されていると錯覚しそうなほどに、優しくてあたたかくて、慈しみに満ちた視線。

　今だけは、勘違いしてもいいのかな。本当の恋人になったつもりで、英治さんを求めてもいいのかな。いい……よね？　だって、こうして抱き合っているんだから。

「んっ、英治さん」

　軽く体を揺すって英治さんを気持ちよくしようと動けば、ショーツがひっかかった。顔をしかめれば、熱っぽい瞳で笑った英治さんに腰を持ち上げられる。

「あっ」

　繋がりが外れて声を上げればショーツを剥ぎ取られ、改めて膝の上に乗せられて、深く強く貫かれた。

「んはっ、あ、ああ」

　英治さんは突き上げるリズムを速くして、顔だけでなく首や肩、乳房にキスの雨を降らせてくれた。

　英治さんの劣情に愛撫される内側が快楽の熱にとろけて、たくさんの愛液で彼を濡らした。肌がぶつかる音と濡れ音が鼓膜を震わせて、高ぶりをあおられる。

「は、ぁあう、は、ぁ、英治さんっ、あっ、あ、ああ」

　肌に触れる英治さんの息が荒くなっていく。彼の頭を抱きしめて、夢中で体を動かした。もっともっと英治さんに私を感じてもらいたい。もっともっと私を味わってもらいたい。たくさん、気持ちよくなってもらいたい。

　だんだん、英治さんを気持ちよくしたいのか、私が気持ちよくなりたいのか、わからなくなってきた。考えるということ自体ができなくなるほど思考がたわんで、英治さんの息遣いと熱と快感に意識が支配される。与えられる刺激に応えるのが精一杯で、グングンと導かれて高みへ連れていかれるままに身をゆだねていると、光が弾けて真っ白な世界に放り出された。

「あっ、あぁああ！」

　自分のものではないような、高い遠吠えみたいな声を放って、ギュッと内側で英治さんにすがりつけば、情熱に叩かれたお腹の内側がじんわりとあたたかくなった。彼の欲望を受け止めたのだと、細く長い息を吐き出して悦楽の余韻に浸りながら認識する。

　口の端が勝手にゆるんで、幸福に痺れた頭で感動を噛みしめていると、頬に手を添えられた。

「千波」

　甘くかすれた声に誘われてキスをする。余韻を味わうキスにうっとりしていると、繋がったまま布団の上に仰向けにされた。

「んっ、ん……ふ……ぅ、んっ、ぁ、英治さん」

　息交じりに名前を呼べば、英治さんはとろけた顔をした。はにかみを含んだうれしそうな笑みに、魂が羽毛みたいにふっくらとして舞い上がる。

「千波」

「英治さん」

　名前を呼び合いながら繰り返すキスの甘さにクラクラしていると、内側で熱を放って落ち着いていた英治さんが、だんだん力を取り戻していく。両手で撫でまわされながらキスを受ける私の体も、余韻を熱くたぎらせて蜜を湧かせた。

「は、ぁんっ、ん……あっ、あ」

　ゆるゆると英治さんが動いて、私も腰をくねらせる。キスをしながら手足を絡めて、だんだんと打ちつけてくる速度が上がって、私も体を大きく揺すって、互いに互いを求めているのだと示しながら一緒に昂って、快感を追い求める。

「んっ、あっ、ああっ、あ、英治さ……っ、あ」

「千波、ああ……千波」

　ひとつの獣みたいに絡まりあって、英治さんが放った情熱を受け止めて、キスをして、じっくりと余韻を味わった先にまた劣情をたぎらせて。

　それ以外には何も知らないみたいに、私と英治さんは繋がり続けて、いつの間にか安寧の闇に意識を旅立させていた。





＊






　まぶたの裏が赤味の強いオレンジ色に染まっている。まぶしすぎて顔をしかめて、首を動かしたけれどやっぱり明るくて。

　そろそろと目を開ければ、見慣れない障子があった。夢の中にいるのかなと顔をしかめて、知らない布団の匂いに気づいて、ハッと身を起こす。

　私、英治さんと温泉旅行に来たんだった。

　昨夜の記憶がよみがえって、顔どころか体中が熱くなった。

　いつの間に眠ってしまったんだろう。何度も英治さんと絡み合って、それからどうしてしまったのかが思い出せない。窓の外に顔を向ければ、明るい日差しが差し込んでくる。浴衣はきちんと着ているし、体はさっぱりとしていた。

　自分で着替えをした？　そんな記憶はないから、英治さんが世話をしてくれたのだろう。まさか、仲居さんに頼んで私の体を拭かせて着物を着せた、なんてことはないよね。

　喉が渇いていたから、布団から出て部屋の端に移動させられている座卓に向かい、お茶を淹れた。ふうっと吐く息に湯気がくゆる。そういえば、英治さんはどこにいるんだろう。

　時計を見れば、午前十時を少し回ったところだった。散歩にでも出かけたのかなと思いつつお茶を飲み、窓辺に寄った。

「わぁ」

　到着した時は夜だったからわからなかったけれど、見事な紅葉に彩られている山の景色が広がっていた。窓を開ければ、ひんやりと鋭く澄んだ空気に肌が引き締められた。どこからか川音が流れてくる。

　耳心地のいい音とすっきりとした空気に、体の内側の空気が清らかなものに入れ替わっていく。

「くしゅっ」

　寒さを覚えて窓を閉めて、顔を洗って身支度を整える。もしかしたら英治さんは、ひとりで散策に出たのかもしれないと考えてロビーに向かうと、喫茶コーナーでリーフレットを開いている英治さんを見つけた。

「英治さん」

　おはようございます、で、いいのだろうか。名前を呼んだ後に続ける言葉を見つけられないでいると、柔らかな笑顔で「おはよう」と言われた。おはようございますと返して、手のひらで勧められた向かいのイスに腰かける。

「起きてすぐに、何かを食べられるタイプ？」

「あ、はい」

　朝食はなるべく食べる方だと答えれば、軽く手を上げた英治さんに呼ばれて、メニューを抱えた仲居さんがやってきた。受け取って、サンドイッチとコーヒーのモーニングセットを注文する。英治さんの前にコーヒーは置かれているけれど、何かを食べたらしいお皿はなかった。もう食べ終わって、お皿は下げられたのだろうか。

　視線から疑問を察したらしく、答えられた。

「旅館の朝食をいただいたんだ。千波は疲れているようだから、部屋ではなく食堂で食べると言ったから、大丈夫」

　大丈夫、というのは、私の寝顔を仲居さんに見せてはいないという意味だろう。みるみる頬が熱くなる。

「あの、すみません」

「どうして謝るんだ？　疲れていたんだろう。俺のせいだな……ガツガツして、すまなかった」

　さらに顔の熱が上がって、うつむいてしまった。モジモジしているとサンドイッチとコーヒーが届いた。コーヒーのいい香りに頭がすっきりとして、鼓動がわずかに和らいだ。

「仕事の後に、すぐに出てきたから疲れていると言ってある。だから、心配はいらない」

「そう、ですか」

　まったくのウソというわけでもないし、宿の方が信じたかどうかは別として、言い訳としては妥当だ。気遣いに肩を小さくすぼめながらサンドイッチをいただいて、コーヒーを飲んだ。

「それを食べたら、ちょっと散策をしないか？」

　英治さんの手にしているリーフレットが、私に向けられた。そこには滝つぼに紅葉が映っている美しい写真が掲載されていた。目を瞠って笑みを浮かべた私に満足そうにうなずいて、英治さんはリーフレットを閉じた。

「決まりだな」

「はい。とても、見たいです」

　コーヒーを飲み終えて、私たちは手を繋いで滝つぼを目指した。日差しは柔らかいけれど、ぬくもりは地上にまでは届かない。冷え冷えとした空気と清涼な川のせせらぎに、日常を忘れてしまいそうだ。

　緑と赤、黄色に染まった木の葉と薄青の空のコントラストがたまらなく美しい。指をしっかりと掴んでくれている英治さんのぬくもりが、寒さのおかげでより強く感じられる。

「わぁ」

　滝に到着すれば、私は子どもみたいに目も口も大きく開けて感動した。滝の水は岩を滑るように、ゆるやかに落ちている。滝つぼは広く、鏡のように透き通って景色を映していた。揺れる水面のささやかな波がなければ、氷の床だと見間違えそうなほどに静かで清らかな光景だった。

「すごい……です」

　感嘆の息を漏らせば、英治さんもため息のように「そうだな」と言った。

　ふたり並んで、手をしっかりと繋いで、目の前の光景に視線を吸い寄せられた。水音のほかは何も聞こえない。世界でたったふたりきりのような錯覚に、めまいがするほどの喜びを抱いた。

　誰にも邪魔をされない、ふたりだけの空間。こんなに美しい場所なんだから、大勢の観光客がいてもよさそうなものなのに、誰の姿もないのが少し不思議だった。

「キレイだな」

「はい」

　ささやき声に返事をすれば、グッと腕を引かれた。顔を向ければ、頬に手を添えられる。冷えた頬に、英治さんの手のひらはとても熱く感じられた。滝つぼの水面みたいに澄んだ瞳に魂が吸い込まれる。わずかに濡れた目は艶やかで、息を呑むと唇が重なった。軽く数度ついばまれて、顔が離れる。白い靄となった息に唇を撫でられて、ぼんやりと彼を見つめていると抱きしめられた。腕を持ち上げて、彼の背中に手を乗せる。

　あたたかい。

　心が、ゆっくりとぬくもっていく。

　目を閉じて、全身で英治さんの存在を味わった。

　どのくらい、そうしていただろうか。

　英治さんの腕がゆるんで、呼応した私の腕が自然と彼の背中から離れた。英治さんの顔が、来た道の先に向けられる。おなじ場所に視線を投げれば、チラリと動くものが目に入った。誰かがこちらに向かってきているらしいとわかって、がっかりする。

「ふたりだけの空間じゃ、なくなってしまうな」

　気持ちを見透かされた気がして驚けば、茶目っ気たっぷりにウインクされた。クスリと笑って、手を繋いで滝を後にする。

「観光地が近いわけじゃないから、静かなんだ」

　旅館の説明をしてくれているのだとわかって、小さくうなずいた。

「こんなにステキなところがあるなんて、知りませんでした」

「隠れ家的宿、と言えばいいのかな。知り合いから教えてもらったんだ。こういう場所に来るのが好きな人がいたのを思い出して、連絡をすればここを紹介されたんだ。千波が見ていたパンフレットに載っているような有名な場所じゃなくて、すばらしいけれどあまり人に知られていない場所に行きたいと思ってさ」

「それって」

「俺が来たかったんだ。千波と、一緒に」

　私のためですかと聞きかけたのを遮られた。さりげない気遣いに感謝を伝えたくて、英治さんの手を握る指に力を込めた。

「さっきも言ったように、観光地じゃないから、めぼしい名所っていうものはない。だから、退屈かもしれないけど……。ふたりでのんびりと過ごすには、ちょうどいい」

　声音に色気を感じて、ゾクリと背中が甘く痺れた。滝つぼに向かう初老の夫婦とすれ違いざまに挨拶をして、ゆったりとした足取りで川の音に包まれながら紅葉を味わい、昼時に旅館に戻った。

　部屋に入ってしばらくすれば、昼食が運ばれてきた。お吸い物に、ご飯に、山菜の和え物や川魚の焼き物。素朴だけれど丁寧に調理をされているそれらは楚々として、舌だけではなく目にもおいしいものだった。すべて、このあたりで採れたものらしい。

　舌つづみを打って、食後のお茶をのんびりと味わって。窓際の籐椅子に腰かけて、窓の外の景色を味わう。高く広い空と鮮やかな紅葉に染まった木々のコントラストは、普段の生活と地続きの場所にあるとは思えないほど情感豊かだった。

　しばらくして、英治さんの手が私に伸びてきた。

「せっかく景色がながめられる内湯があるんだし、一緒に入らないか」

　誘いに、ふわっと足元が浮いた気がした。こんなに明るい日差しの中で、裸になって英治さんの前に立つなんて恥ずかしい。だけど、せっかく来たんだしという思いもある。

　逡巡していると、腕を引かれた。立ち上がって、導かれるままに浴室に向かった。

「本当は、千波を独占したいから、あまり人に知られていない宿を選んだと言ったら、どうする？」

　背中を向けたまま言われて、身を硬くした。それってどういう意味ですかと聞きたいのに、言葉は喉に引っかかって出てこなかった。喜びと疑心がない交ぜになっている。

　私は、仮の恋人じゃないんですか？

　もしかして、本当に恋をしてくれたんですか？

　それとも、本当の恋人らしく振る舞うための、ウソですか？

　期待と不安が交互に浮かんでは消えていく。言葉通りに受け止められたらどんなにいいかと、鋭い痛みが胸に走った。キリキリと尖ったもので突き刺されているみたい。

　英治さんは背中を向けたまま、服を脱ぎはじめた。冗談だよと言われるんじゃないかと、身を硬くしている私の目に、英治さんの素肌がさらされる。スッと伸びた背筋と、無駄な肉のない広い背中。引き締まったお尻から伸びる、すらりとした脚。

　無言のまま、英治さんは浴室に入っていった。早くおいでと呼ばれることなく、私は脱衣所に取り残された。

　どうして急に、英治さんはあんなことを言ったんだろう。なにかあったんだろうか。考えてみれば、旅行の話だって唐突で強引だった。ずっと考えていたことなのか、それとも何かがあって、急に思い立ったものなのか。

　知りたいけれど、知るのが怖くてこぶしを握る。英治さんは、早く入ってこいとは言わない。私がどうするのかを待っている。

　ゴクリと緊張を呑み込んで、服を脱いだ。英治さんをもっと知りたい。彼が望んでいることを叶えたい。どうしてさっき、あんなことを言ったのかが聞きたかった。

　前をタオルで隠して浴室に入ると、英治さんは浴槽の縁に腰を下ろして、半身浴の恰好で外を見ていた。声をかけずにお湯で体を流して、タオルで前を隠したまま、英治さんの隣に座る。ふたりの間にくゆる湯気が、すぐそばにある英治さんの体温をぼやかしている。ふたりの距離の現実を教えられている気がして、ちょっぴり悲しかった。

　どんなに近くにいたとしても、見えない膜で生きている世界は隔たれているのだと言われているみたいだ。

　学生時代に起業した有名なＩＴ会社の社長と、ただのメール室の派遣社員。身分制度なんてとっくになくなっているのに、それでも他人から見れば身分が違うと言われてしまう立場にいる。

　触れられるくらい傍にいるのに、とても遠い存在。

　なんだか悲しくなってしまって顔を伏せると、そっと手の上に手のひらを重ねられた。視線は感じない。英治さんは前を向いたまま、私はうつむいて湯船に浸かった自分の脚を目に映したまま、じっとしていた。

　英治さんの指が、手首から腕へとのぼってくる。肩まできた手に促されて顔を上げると、キスをされた。軽くかすめるだけの、偶然に触れてしまったという感じのキスとはうらはらに、英治さんの視線は強く私の心臓に触れてきた。

　しっかりと心を掴まれて、引き寄せられて、薄く唇を開いたけれど、言葉は出てこない。彼の瞳は私から聞きたいことがあると示しているのに、無言の問いの内容はわからないから答えようがなかった。

　迷いと悩みが混在している瞳に苦しくなる。何かを聞きたがっているとわかるのに、言葉にしない理由はなんだろう。教えてほしくて、彼の頬に手を伸ばした。

「英治さん……どうか、したんですか」

　頬を撫でれば、英治さんは視線を外して苦笑した。

「いや。ちょっと、気になることがあって」

「言ってください。私に関係することですか？」

　半ば確信をしながら問えば、英治さんは少し視線をさまよわせてから、覚悟を決めた顔をした。

「数日前、約束を取りやめにした日があっただろう？　あの日は、本当に具合が悪かったのか？」

　疑いを口にしたのが苦いと言いたげな表情に、私は内心をヒヤリとさせた。断っておきながら、上坂さんとご飯を食べにいった姿を見られていたのかもしれない。だから気を悪くして、だけど問いただすのも気が引けると、モヤモヤしていたのだとしたら。

「ごめんなさい」

　まつ毛を伏せて謝れば、英治さんの顔がゆがんだ。

「本当は、同僚とご飯に行っていたんです。ちょっと、相談事があって……。嘘をついてごめんなさい」

「同僚？」

　キョトンとする英治さんに、「はい」と答える。

「だけど、ちょっと気分が悪かったのは、本当です」

　悩んで気落ちをしていたと言えば、どうしてと理由を聞かれるかもしれない。そうなったら、英治さんに本気で恋をしていると言わなければならなくなる。それを避けたくてごまかせば、まじまじと真意を探るように見つめられた。

「本当に、同僚と過ごしていたのか？　ふたりで？」

「はい。上坂さんという人で、ちょっと仲良くなって、初めて一緒にご飯を食べにいこうということになって、それで……。正直に、そう言えばよかったですね。ごめんなさい」

「つまり、基樹といたわけじゃないんだな？」

「忍足さん、ですか？　いえ……違いますけど」

　どうしてそこで、忍足さんの名前が出てきたのかと首をかしげれば、英治さんの口元がほころんだ。

「いや、いいんだ。そうじゃないのなら……そうか、あいつ」

　軽く鼻を鳴らした英治さんに抱きしめられて、彼の肩に頭を乗せた。くゆる湯気の音が聞こえてきそうなほどの静けさに包まれて、明るい日差しに照らされている窓の外の景色を瞳に映す。

　ゆったりとした時間。

　体の奥からホコホコとあたたかくなってくるのは、お湯のせいだけじゃない。素肌から伝わってくる彼の体温が、私をあたためてくれている。

　額の生え際にキスをされて顔を上げれば、まぶた、頬、鼻先、そして唇と、順番に英治さんの唇が触れた。そのまま彼は首を動かして、顎、首筋、鎖骨を唇でなぞって下りていく。

「っ、あ」

　乳房を滑った唇が頂に到着して、軽く吸われると声が出た。英治さんの首に腕を回して、緩慢な舌技にうっとりと目を細める。

「ふ、は……あっ、あ」

　チュクチュクと吸われ続けると、脚の間がムズムズしはじめた。ギュッと足を硬く閉じれば、腰を抱かれて湯船から出された。壁で背中を支えるように押しつけられて、片足を持ち上げられる。脚の間に英治さんの体が入って、彼の情熱と私の下肢が擦れた。

「ぁ、は……んっ、あ、ああっ」

　グッと押しつけられた英治さんの欲の熱さにクラクラした。軽く恥丘を擦られて、秘裂がわななく。お腹の奥がトロリととろけて、本能が彼を欲しがった。

「千波」

　首筋に顔を擦りつけられて、耳朶を唇で甘く噛まれる。耳を舌先でくすぐられると、ゾクゾクした。

「は、ぁ、ああ、あ」

　声が震える。乳房が英治さんの肌に潰れて、体が揺れるごとに擦れて転がる先端から全身へと、波紋のように快感が広がっていく。体の芯から皮膚へと浮き上がる悦楽に、体がゆるんで溶けてしまいそう。

「んっ、ぁ、英治さんっ、あ……っ！」

　くるりと体を回されて、浴室の大きなガラス窓に両手を着く恰好になった。背後から胸を掴まれ、やわやわと揉みしだかれる。うっすらと私が映るガラスの向こうには、すばらしい景観が広がっている。そこに向かって、私は嬌声を漏らした。

「んぁ、は、あ……あっ、ああ……ふ、ぁう」

　お尻に彼の熱が当たっている。先端で恥裂を軽く擦られると腰が跳ねた。陰唇を硬い物で広げられて、肉の花弁の間に張り出しが収まった。そのまま隘路に入るのかと期待をしたけれど、英治さんは入り口を撫でるように腰を動かした。

「ふ、ぁ……あっ、んぁ、あっ、あ……ふ、ぅ」

　軽く沈んだ先端に欲望にふくらんだ箇所を刺激されて、物欲しそうに愛液を流す自分が恥ずかしくなる。波打つ花弁が熱杭の張り出しに擦られるたびに、背骨に心地いい痺れが走った。

「は、ぁう……く、ぁあんっ、あっ、英治さ……っ、あんっ」

　秘裂の前方にある蕾を熱の先端でつつかれて、お尻が浮いた。腰をしっかりと掴まれて、グイグイと蕾を潰すようにこね回されると、膝がガクガクして力が抜けそうになる。足指に力を込めて、ガラス窓にすがって震える私をからかうように、英治さんの熱はもどかしい官能を生み出し続けた。

「んぁあっ、は、ぁ、ああ……あっ、ふ、ぁあ」

　欲しい、なんて言葉が喉から出そうになって、下唇を噛んだ。はしたなくて恥ずかしいからじゃなくて、言える立場ではないと思ったから。本当の恋人ではないと、わずかに残る理性が叫んでいる。

「千波……すごいな……ものすごく濡れているのが、わかるか？」

「んぁ、あっ、は、英治さん」

「いやらしい音がしている」

　カッと頬が熱くなって、羞恥を堪えるために指を握って目を閉じた。グチグチと粘り気のある水音が響いている。これは私の愛液を英治さんの劣情がかき回している音だ。意識をすると、体の奥がたまらないほど切なくなった。

「は、ぁ……あっ、ああ……英治さんっ、ぁ、あ」

　腰が勝手にうねってしまう。欲しくて欲しくてたまらない。こんなふうになる自分が信じられなくて、だけどきっと英治さんへの想いがそうさせているのだろうと納得して、分裂する意識を抱えながら彼をもっと感じようと甘い刺激に集中した。

「ふ、ぁ、ああっ、んぁ、あっ、あ」

　ズ、と英治さんの角度が変わって、濡れそぼる細い肉壁が擦られた。圧迫感に口を開いて、大きく息を吐く。

「は、ぁ、あぁ、あ……あっ、あ、ああ……あっ、あ」

「ふ、ぅ。千波……キレイだ」

　吐息が背中に落ちて、肩甲骨にキスをされた。目を開ければ、豊かな自然が広がっている。体の中には愛しい人。なんて贅沢な幸福なんだろう。

「あっ、ん……んぁ、あっ、英治さんっ、あっ、英治さん」

　ゆるゆると動く英治さんに合わせてお尻がくねった。そうしようと思ったわけじゃなくて、勝手に腰が動いてしまう。英治さんがもっと欲しくて、一緒に気持ちよくなりたくて、彼に気持ちよくなってほしくて。

「あっ、ああっ、は、ああっ、あっ、んっ、あ、ああ」

　すべてを埋めずに、ゆるゆると張り出しで入り口を擦っていた英治さんが、グッと奥まで入ってきた。

「あっ！」

　目の奥に火花が散ったかと思うと、浅い場所まで引き抜かれた。奥がジンジンと痺れて刺激を求める。ふたたび奥まで貫かれ、高い声を上げれば肉壁が欲熱にすがりつこうとキツく締まった。それをかわして、英治さんはまた腰を引く。

「ふあっ、あっ、あ……あんっ、あ、ああうっ、く、ぁあんっ」

　ゆっくりだけれど深く刺される刺激の強さに、えぐられた隘路が快感を弾けさせる。肌のぶつかる音といやらしい水音に翻弄されて、私は涙を滲ませながら喜悦の声を上げた。

「はんっ、は、あっ、あ……あっ、あんっ、あ、ああっ」

　動きがだんだん速くなって、嬌声が小刻みになって、英治さんのうめきが聞こえて、内側で熱が弾けて、私も弾けて。

　腰を支えられていなければ、くずおれてしまいそう。淫蕩にたゆたう心と体を抱きしめられて、キスをされた。

「んっ、ふ……はぁ……英治さん」

「もっと、もっと千波を味わいたい。こんな過ごし方は、嫌いか？」

　濡れた瞳に獰猛な気配が散りばめられている。獣欲をたたえた英治さんは、鼓動が止まりそうなほどに魅惑的だ。

　ゆるゆるとかぶりを振れば、彼の頬がゆるんだ。ありがとうとキスをされて、体をねじって抱きしめる。お礼を言いたいのは、私のほうだ。

　もっとたっぷり愛されたくて、英治さんを独占したくて、世界にふたりだけという感覚に陥りたくて、明るい日差しに満たされた絶景を前にしながら、私たちは触れる相手だけを見つめて、濃密で奔放な時間を過ごした。
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　キスは、コーヒーの味がした。

「んっ、ん……ふ、ぅ」

　濃厚なキスの後に、軽くついばむキスが額に与えられる。抱きしめられて、英治さんのぬくもりを味わって、ソファから腰を浮かせて彼のオフィスを後にした。

　温泉旅行に行ってから、毎朝のオフィスでの逢瀬は朝の挨拶にしては濃密な、たっぷりと味わうキスの時間になった。

「それじゃあ」

「はい」

　うなずいて、エレベーターに乗って次のフロアへ。心がふわふわして、勝手に口元がニヤニヤとゆるんでしまう。なんて幸福なんだろうと唇に残る感触を確かめるごとに、頭の隅にある「仮の恋人」という単語が点滅する。だからどうしたと幸福で恐怖を抑え込んで、今を味わうために顔をしっかり上げて英治さんと接すると決めていた。

　温泉旅行の翌日、出社をすれば上坂さんに「何かいいことあった？」と言われた。雰囲気が違っているし、なんだかキレイになったとからかわれて真っ赤になった。ちょっとね、とごまかして、すべてが終わったら話すからと言えば、年内終業日の約束ねと返された。

　ワクワクしている上坂さんは、話を聞いてどうするだろう。怒るかな。呆れるのかな。ねぎらってくれる、という可能性もある。その時、私はどんな顔をして話をするのだろう。

　沈みかけた意識に気づいて、軽く頬を叩いた。終わってからのことは考えないと決めたはず。しっかりしなくちゃと深呼吸して、今夜の約束に思いを馳せる。

　今夜は英治さんの家へお邪魔することになっていた。これから週末は家で過ごさないかと誘われて、うなずいた。もっと親密に、交流会の時に寄り添うように接していられるように、心も体も近づけておこうという提案なんだと受け止めて。

　私なりに、ＩＴ企業の交流会って、どんなものなのかを調べた結果を読んでの考えで、英治さんから言われたわけじゃない。どうしてと聞けば、嫌ならいいと取り下げられそうで聞けなかった。海外の人も来るという記述を見つけて、海外の方はパートナーとともに出席し、睦まじく過ごすのだと知って、きっと英治さんもそうするつもりなのだと思った。

　インターネットの情報を鵜呑みにするのは危険だとわかっているけれど、ほかに調べようもないのだからしかたがない。自分が納得できる情報を見つけて、取りこんで、気持ちの横に置いておく。そうしておかないと、英治さんの心のありかが気になってしまうから。

　上の空で勤務を終えて、着替えを済ませてマンションに戻る。泊まりになるかもしれないから、準備が必要だ。英治さんが仕事を終えるまでに、軽くシャワーを浴びて化粧道具と着替えを用意した。

　あんまり大荷物になってしまったら、呆れられるかもしれない。やる気がありすぎると思われてしまいそうだ。招かれただけで泊まりにならなかった時のために、普段使いでもおかしくないサイズのカバンに、必要最低限のものを詰め込む。寝間着を入れるのは……やめておこう。

　準備を終えて、急いで待ち合わせのいつものコーヒーショップに行った。期待をしていると思われないように、旅行のパンフレットを広げて何食わぬ顔を作ってみるけれど、内心は心臓がバクバクと激しく動いている。今か今かと英治さんが現れるのを待っていたら、視線がついつい入り口に向いてしまった。

「千波」

　現れた英治さんに呼ばれて、ドキンと心臓が跳ねる。にっこりした彼に返す笑顔の頬のあたりが、わずかにぎこちなくなってしまった。

「夕食は、家で食べよう」

　誘われて、かすれた声で「はい」と答えた。緊張しているのが、まるわかりだ。手を繋がれて、半歩先を行く彼のぬくもりを感じて、うつむきながらついて行く。指を握る英治さんの力が、いつもより強く感じるのは気のせいだろうか。もしかして、彼も緊張しているのかな？　まさかね、と思いながらも、その考えは消えなかった。

　英治さんのマンションは立派なタワーマンションで、広々としたエントランスに気後れしてしまった。こんなところに住んでいるなんて、想像以上だ。

　磨き抜かれた白いフロアや照明、エレベーターは一流ホテルみたい。きょろきょろしながらエレベーターに乗りこんで、フロア案内があることに気がついた。パーティールームやラウンジ、ミニショップが入っていると書いてある。本当にホテルみたいだと感心していると、目的の階に到着した。

「こっち」

　導かれて、彼の部屋へ足を踏み入れた。大きな扉と広い玄関。備え付けのシューズクローゼットの奥は、ウォークインクローゼットになっているらしい。物珍しい顔でドアを見た私に、英治さんは柔らかなまなざしで説明してくれる。

「３ＬＤＫなんだけど、使っているのは寝室くらいで、あとは遊んでいるんだ」

　すっきりと清潔な室内は、ほぼ茶色と緑で統一されていて、落ち着いた雰囲気だった。余計なもののない空間は、とても広く感じられる。実際、リビングダイニングだけで私のマンションの部屋よりも広かった。どう見てもファミリー向けとしか思えないここに、英治さんがひとりで住んでいる理由は、友人を招いてパーティーをしたりするからだろうかと、ネットで仕入れた社長の生活についての情報を思い浮かべていると、インターフォンが鳴った。

「ちょっと待ってて」

　英治さんがインターフォン越しに会話をする声を聞きながら、室内をじっくりと見回す。カウンターキッチンの奥にある冷蔵庫は、ひとり暮らしにしては大きい。備え付けの食器棚と、システムキッチン。高機能電子レンジがあるけれど、料理をするんだろうか。おしゃれなトースターとコーヒーサーバー。私とは暮らしの基準が全然違うんだと思い知らされる品々に、だんだんと気持ちがしぼんでいく。

　やっぱり、私と英治さんはつり合わないんだな。

「すぐに料理が届くから」

　テーブルに座っていてと促されたけれど、じっとしているのは落ち着かない。

「手伝わせてください」

　申し出ると、ちょっと目をまたたかせた彼に、それならワインセラーからワインを出して用意して、と頼まれた。ワインセラーを開けるなんてしたことがないから、なんだか緊張する。

　グラスはどこにあるのかと食器棚を開ければ、お皿の数は少なかったけれど、グラスやカップはたくさんあった。来客用だろうか。ワイングラスをふたつ手にして、ワインとともにテーブルに置く。インターフォンが鳴って、英治さんが対応に出て、店員とおぼしき人とともに戻ってきた。お店の人が大きな保温バッグから取り出したのは、パイ包みのシチューとローストチキン。別のバッグから、ひと口サイズのサーモンと緑色のクリームが乗っているタルトとサラダ、トルティーヤが現れた。緑色のクリームは、アボカドらしい。

　さらっと説明を終えて、お店の人が去っていく。

「それじゃあ、食べようか」

　ワインを開けた英治さんと向かい合わせに座って、銀色のお皿に料理を取り分けて食べ進む。こんなふうに、お店の料理を家で味わえるのなら、料理をしなくてもいいんだろうな。

「口に、合うかな」

「はい。おいしいです」

「よかった」

　食べきれなかったものはラップに包んで冷蔵庫に入れた。人の家の冷蔵庫を開けるなんて、とても親しい間柄という感じがしてドキドキする。

　食後のコーヒーを用意してくれている英治さんに、冷蔵庫にあるエクレアを出してくれと言われた。エクレアを取り出すと、ソファに移動してふたり並んで落ち着いた。

「おいしいです、これ」

　エクレアは指でつまんで食べやすいサイズで、クリームの甘さとビターなチョコのコントラストが絶妙だった。

「気に入ってもらえたみたいだな」

　彼の笑顔が近づいてきて、唇の端を舐められる。

「俺も、ここのエクレアは好きなんだ」

　口にチョコかクリームがついていたんだと気がついて、恥ずかしくなった。うつむきかけた顎に指をかけられて、上向かされる。

「だけど、今日はいつもより甘く感じる」

　吐息が唇に触れて、口を開けると舌先が侵入してきた。

「ぅ、ん……ふっ、う」

　鼻にかかった息が漏れる。丁寧に口内をまさぐられて、ふわふわと口の中にクリームよりも甘くて熱い快感が広がっていく。コーヒーカップを奪われて、キスをしながらローテーブルに置く英治さんの動きに合わせて体が倒れ、ソファに仰向けになる。しっかりと頬に手を添えられて、角度を変えながら執拗に繰り返される口づけは息苦しいほどだった。

「んっ、う……うう、ふ、ぅんっ、ん……んっ」

　涙が滲んでくる。口から離れた英治さんの唇が、目じりに触れた。

「ベッドに行こうか」

　こくりとうなずいて、寝室に移動する。上着を脱いだ英治さんに手を引かれてベッドに寝そべり、改めてキスをする。

「んっ、ん」

　上着をたくし上げられて、脱がされる。ブラジャーのホックがはずれて、解放された乳房を手のひらで包まれた。

「あっ、ん」

　やわやわと乳房を揉みしだきながら、親指で先端を転がす英治さんの首に腕を回すと、首筋に顔をすり寄せられた。髪の毛がくすぐったくて、うれしくて、私も頬をすり寄せる。

「ふふっ、ぁ、は……あんっ、う」

　首筋から胸に顔を移動させた英治さんの舌が、胸先にじゃれつく心地よさにうっとりとして、心も体も愛おしさにとろけていると、女の花弁が震えて奥から蜜が生まれ出た。英治さんの唇が脇腹に移動して、おへそを指先でくすぐられる。そのまま下りていった唇に下肢のそよぎを刺激され、ハッと目を開いて体を起こした。

「え、英治さ……ああっ」

　まさかと思ってすぐに、予想が現実へと変わった。恥裂に舌がもぐりこみ、肉芽をからかわれる。

「ふぁあっ、あっ、んぁ、あ……っ、は、あぁ」

　とんでもない場所を舌撫されて、快感と羞恥とで頭の中がグチャグチャになる。ピチャピチャと動物が水を飲んでいるみたいな音が聞こえれば、ますます混乱した。

「ああっ、あ、ああぁあ、英治さ、ぁ、ああっ、英治さ……ぁ、あんっ」

　気持ちがよすぎて、おかしくなってしまう。恐ろしいほどの快楽に後頭部がジンジン痺れて、体の輪郭があやふやになっていく。

「ふぁ、あっ、あぁああ、あっ、くぁ……ああんっ、ひっ、ぁあうう」

　どんどん高みへ連れていかれる。混ざり物のない純白の世界へ追い立てられている。何かが来る、という確信に襲われて、けれど何が来るのかわからなくて、意識がさらに乱れていくのに目的をもって集約するような、相反した感覚に見舞われた。

「は、はふ、ぁ、ああんっ、英治さんっ、あ、待って、あ、待っ……あぁあああ！」

　強く肉芽を唇で押しつぶされた瞬間に、私は高く腰を跳ね上げていた。背をしならせて、釣り上げられた魚みたいに体を浮かせれば、大量の愛液が洪水となってあふれ出た。言葉にならない悲鳴を上げて、激しくあえぐと乳房がブルブルと震えた。

　脚の付け根にキスをされて、膝を抱え上げられて、強すぎた衝撃は絶頂だと理解したところに、深く深く英治さんの熱情を埋め込まれる。

「は、ぁあう、う……んっ、ぁ、英治さ、ぁんっ」

　体の奥まで届いた英治さんのぬくもりに、とろける媚肉がまとわりついて彼を求める。ヒクつく自分を感じながら、英治さんの形を認識すれば、心が弾けそうなくらいにふくらんだ。

「千波」

　息交じりの乱れた声と、内側にある熱の硬さに彼の興奮が表れている。私を求めてくれているのだと、うれしくてうれしくて、幸せ過ぎて泣きそうになった。喜びにほほえめば目じりにキスをされて、ふんわりと抱きしめられる。彼の首筋に顔をうずめて、英治さんの匂いをいっぱいに吸い込んで、抱きしめ返す。どこもかしこも英治さんで満たされている幸福に浸っていると、ゆるゆると彼が動いた。おだやかな海の波打ち際にいるみたい。寄せては返す小さな悦楽という波に揺られて、体中を火照らせれば隘路が彼にじゃれついた。クスクス笑いながらキスをして、だんだんと彼が動きを速めて、私は体をくねらせて、今度は一緒に絶頂を迎えようと激しく踊った。

「はぅっ、はんっ、あっ、ああっ、あっ、ああ」

　汗ばむ彼の肌から、男らしさが伝わってくる。何もかもをゆだねていいんだという安心感と、求められている喜びと、彼に対する愛しさが混ざり合って満たされていく。

「んぁっ、あ、英治さ……ぁんっ、あ、はぁあっ、あんっ、ああっ、あ」

　はしたないと思われてもいい。彼を求めているのだと全身で伝えたくて、すがりついて脚を絡めて体を揺らせば、彼はさらに勇躍して私を強く求めてくれた。

「千波……千波」

「ふぁあっ、英治さん、あっ、ああっ、あ、ああっ」

　感じていると伝えたくて、嬌声を素直に上げる。英治さんは眉根を寄せて苦しそうに、だけど口元には微笑を浮かべて、私を見つめながら弾けてくれた。情熱のほとばしりを受け止めて、キスをして、繋がったまま余韻を味わっていれば、体の中で彼がたくましさを取り戻す。

　温泉旅行の時とおなじだ。私、このまま朝まで彼に愛されるのかな。

「ずっと、こうしていたい」

　ささやかれて、はにかみながらうなずいた。交流会の日までは、もうひと月もない。その間に、彼にこうして全身で愛してもらえる機会は、片手で数えるよりもきっと少ない。だから、体の隅々にまで英治さんを行き渡らせて、しっかりと覚えていたい。関係が終わった後も、愛されたのだと噛みしめたいから。大切な思い出として、抱きしめさせてほしいから。

　照れくさそうに首を動かした英治さんに、たっぷりとキスをされて外側も内側もわけがわからなくなるくらい愛されて、意識も心も甘美にとろけて――そしてまた、私は初めて抱かれたあの日とおなじように、いつの間にか深い眠りに落ちていた。





＊






　トーストを焼いてコーヒーを淹れる英治さんの傍で、私はハムエッグを焼いている。お湯が沸く間に、英治さんはレタスをちぎってボウルに入れはじめた。サラダの準備をしている英治さんが、首を伸ばして私にキスをしてくれる。私も彼にキスを返して、フライパンに蓋をした。蒸し焼きで黄身を半熟にするのが私流。前に英治さんが作ってくれたものは、ひっくり返して黄身もしっかり硬く焼いたものだった。

　温泉旅行で体を結んでから、毎週末は英治さんのマンションでたくさん愛し合って、目覚めた朝にはふたりで朝食を作るのが決まりになっていた。

　とは言っても、まだ片手で数えるくらいの回数しかしていなくて、片手の指の本数を超える日はいつまでも来ない時間だ。

　だって、今週はいよいよ交流会だから。

　短い期間だったけれど、私にとってはとても濃密で大切で幸せな日々だった。彼と他人に戻るのは辛いけど、困らせたくない。ステキな夢を見せてもらったのだと、彼を恨まずにキラキラした思い出として抱いていよう。

　お皿をテーブルに運ぶ間に交わしたキスは二回。いただきますと手を合わせて、食事をして、片づけの最中にはキスを三回。引き寄せられて、たっぷりのキスをしながらソファに移動し、テレビの音をＢＧＭにポツリポツリと会話をしたり、それぞれの用事――たとえば、本を読んだり、ゲームをしたり――をして、買い物に出かけて昼食を作る。そしてまた、午前中と似たことをして、夕食を作って食べて、のんびりとして、お風呂に入ってベッドで愛し合う。

　ふたりでいるのが当たり前みたいな週末の時間。月曜日の出勤は英治さんのマンションから。だから私の歯ブラシや寝間着がここにはある。そして交流会が終われば、捨てられてしまうんだろうな。せっかく英治さんが買ってくれたものだけれど、持って帰るといよいよ終わりという感じがするし、思い出の品として持っておくのは悲しすぎるから、気がつかないフリをしていつも通りの態度を取った。

　着替えをして、駅までは彼とともに出勤する。一緒にオフィスビルに入ればいいと言った英治さんに、恥ずかしいからと断って、本当はウワサになって別れた後で英治さんが悪く言われるかもしれない可能性を潰したくて、英治さんのマンションの最寄り駅までの見送りにしてもらっていた。

　笑顔で手を振って改札を抜けて電車に乗って、体の中に詰まっている英治さんの部屋の空気を吐き出した。気合いを入れて出社して、いつも通りの笑みを浮かべて同僚に挨拶をして、郵便物の仕分けを始める。

　これを届けるころには英治さんはオフィスに到着していて、配布を手伝ってくれて、コーヒーを淹れてくれる。キスをして、今夜はどうするかを決めて、仕事に戻って、勤務後の逢瀬を重ねて……そして、今週の金曜日に交流会に出席をして、終わりを迎えるんだ。

「行ってきます」

　笑顔で最後の一週間を堪能しようと、エレベーターホールに向かった。

　いつものようにＩＣカードをかざして、目的の階に到着して、英治さんに出迎えられて、配布をしながら泣きそうになってしまった。

　まだ月曜日。今日が最後じゃないって言い聞かせて、なんとか涙を引っ込めて、社長室でコーヒーを飲んでキスをして、エレベーターに乗りこんで。

　扉が閉まれば目頭が熱くなって、頭を振って自嘲する。こんな状態で、きちんと金曜日の交流会で役目を果たせるのかな。果たさなくっちゃいけない。今まで英治さんが与えてくれた優しさやあたたかさは、その日のためのものなんだから。

　私を本当に愛してくれているんじゃないかって、勘違いしそうなほどの親密さは、目的のための手段なんだから。

　次のオフィスに到着をして顔を上げれば、忍足さんが立っていた。緊張をする私にムッとした顔で手を伸ばしてくる。逃げるわけにもいかなくて、台車を押して前に進めばオフィスの扉を開けてくれた。無言の視線を感じながら郵便物を配布して、頭を下げてエレベーターホールに向かうと台車を掴んで止められた。ビクッとすれば「何もしない」と低い声でささやかれる。

「交流会までの関係だと、言っていたな」

　うつむいたままうなずけば、変わらずにそのままなのかと続けられた。怖くて顔を上げられなくて、返事もできずにいると「そうか」とつぶやかれた。

「まあ、せいぜい最後の恋人気分を味わうんだな」

　ぶっきらぼうな物言いの中に哀れみを感じて顔を上げれば、忍足さんは背を向けていた。

「あ、あの」

「英治は優秀だ。業腹だが認めてやる。あんたが本気で好きになったとしても、しかたがないだろうが……。あいつは他人の気持ちに鈍感なところがある。最後に、ぶちまけて良心の呵責というものを味わわせてやればいい。なんなら、交流会の最中に俺が暴露してやってもかまわないぞ」

　表情が見えないから、どんな気持ちで言っているのかわからない。声も淡々としているから、忍足さんの感情は読み取れなかった。優しさとも、英治さんの評判を悪くしたいからとも取れる言葉を吟味して、私の感情と照らし合わせる。

「忍足さんも、交流会に参加なさるんですか？　もしもそうなら、内緒にしておいてください。私、約束をしたんです。英治さんの恋人のフリをするって。だから、終わるまではそっとしておいてください」

　お願いしますと頭を下げてエレベーターに乗りこんで、閉じる扉の向こうにある忍足さんの背中に、祈りを込めた視線を送った。もしかして忍足さんは英治さんに劣等感を抱いていて、悔しくて私に迫って英治さんを悪く思わせようとしたのかな。英治さんばかりが評価されて、自分はどうしてと悩んだ結果、卑怯な手を使うという結論に達してしまったのかな。

　かわいそうな人だなんて、ただの派遣社員の私が思うのはおこがましいかもしれないけれど、忍足さんの感情が少しわかってしまった上に、やっぱり私は英治さんの邪魔になるようなことなんて、悩ませるかもしれない告白なんてできないなと考えて、切なくなった。

　有名な会社で働いている優秀な人でも、さらにその上を見て黒い気持ちに流されてしまうこともあるんだな。

　同情はできないけれど、理解できないわけでもなくて、冷たい霧に似たものが胸の中にわだかまる。それに引きずられないように、笑顔できちんと約束を果たさなくちゃと顔を上げて、メール室に戻って上坂さんの笑顔を見たら鼻の奥がツンとしてしまった。

「何かあった？」

　敏感に察せられて、別にと笑みを浮かべたけれど、いぶかる視線を向けられた。ごまかしてもしかたがないから、正直に告白する。

「年内終業日に報告するって言っていたことで、ちょっとね」

　眉をひそめた上坂さんが、唇を動かして言葉を探す。盛大なため息をつかれて、申し訳ない気分になった。

「待つって言ったのは、私だもんね」

　ポンッと肩を叩かれて、心が揺れた。少しだけ、ほんの少しだけ勇気をもらいたくて、彼女の袖を引いて耳打ちをする。

「今週の金曜日が、決戦日なの。だからちょっと不安になっているんだ」

　目をパチクリさせた彼女は、ニヤッと笑って私の背中をさすってくれた。

「何の決戦か知らないけど、準備を積み重ねてきたってことだよね？　よくわかんないけど、きっと大丈夫だから。応援するよ」

「ありがとう」

　ちょっぴり心が軽くなる。

　このやりとりを上坂さんはきちんと覚えていてくれて、金曜日の終業時間に、ポンッと私の肩を叩いて「大丈夫。絶対うまくいくよ」とウインクをしてくれた。

「がんば！」

　小声だけれど力強い応援にうなずいて、私はいよいよ約束の交流会に出席するために、急いでマンションに戻って気合い十分に着替えとメイクを整えて、英治さんと約束をした待ち合わせの駅に向かった。










第五章











　交流会という名のパーティーのきらびやかさに、クラクラしながらも笑顔を忘れず英治さんに寄り添って過ごす。というか、英治さんの傍のほかには私の居場所はどこにもなくて、彼の姿がなくなればどうなってしまうんだろうと不安でしかたがなかった。

　知り合いは当然、ひとりもいない。英治さんが常に私の腰のあたりに手のひらを当ててくれていなければ、おじけづいて逃げ出していただろう。

　英語と日本語が入り混じる会場はホテルのパーティールーム。立食形式の簡単な会だと聞いていたけれど、とてもそうは思えない。ドレスコードはないから気楽な服装でいいと言われていたけれど、それでも皆きっちりとした清潔感の漂うスマートな装いをしている。

　持っている中で一番上品な黒のワンピースを着ておいてよかった。ちょっと気張りすぎかなと思ったけれど、これくらいでちょうどよかった。ストールは高級なものではないけれど、ドレスは大学の卒業式用に奮発して両親が買ってくれたシルクだからそれなりに見えていると思いたい。

　にこやかに会話をする英治さんが、私のことでからかわれている。外国人の方々はパートナーの肩に手を乗せて、茶目っ気たっぷりに額にキスをしたりしていた。これが普通の文化として広まっている国の人々と接しているから、英治さんは私によくキスをしてくれたんだなと、遠い思い出みたいな気持ちで、ぼんやりと短い間の出来事を思い返した。

　視界の端に忍足さんの姿が映って、今までとは違う緊張が走った。たしかに視線が合ったのに、彼はふいっと顔をそらして目の前にいた人に笑顔で話しかけている。英治さんのことを何か言われてやしないかとハラハラしていると、耳元に英治さんの息が触れた。

「基樹が、気になる？」

　ハッとして顔を向ければ、苦い笑顔が間近にあった。

「今は、俺の恋人だろう？」

　勘違いをさせてしまったのかと、焦って口を開こうとすれば額にキスをされた。

「あの、忍足さんは」

　彼の友達を悪く言うのは、よくないことだ。だけどこれだけは伝えておかなきゃと、視線を左右に走らせてから小声で告げる。

「知っているんです。私、英治さんの友達だからって、話してしまったんです。本当は違ってて、この日のためだってことを」

　はっきりと単語を口にすれば、誰かの耳に入るかもしれない。言ってしまったら胸が痛くて泣いてしまうかもしれない。だから、遠回しに報告した。ちょっと驚いた英治さんは、何もかもを理解した顔つきになって「大丈夫」とささやいた。

「何も心配はいらないから」

　うなずいて、信用することにした。

「今は、この時間を楽しもう」

　最後の恋人気分を味わっていようと言われた気がした。あと数時間で英治さんとの関係は終わりになる。余計なことを気にせずに、甘い仕草を受け止めよう。

「はい」

　にっこりとした英治さんと、人の間を泳ぐみたいに移動して、初対面の人たちと軽い会話を交わしたり、料理を口にしたりしているうちに、時間はあっという間に過ぎてしまった。

　いよいよ交流会がお開きになる。司会進行役の方が会場前方に設置されているマイクを使って、そろそろ終了時刻が迫っているとアナウンスした。

　会の代表として挨拶を、という言葉で長身の外国人男性がパートナーとともにマイクに向かい、英語でスピーチをする。何を言っているのかさっぱりわからないけれど、ドッと笑いが起こったりしているから、堅苦しいものではないのだろう。

　おどけた調子で優雅に礼をしたスピーチの男性が、紹介をするように手のひらを英治さんに向けて、こちらへ来るようにとジェスチャーで呼ぶ。英治さんは緊張気味な、ちょっと照れくさそうな顔をして私の背中を軽く押して、マイクの前に進んだ。

　大勢の視線が集まって、笑みを浮かべた英治さんが、流暢な英語で話しはじめる。いつも聞いている英治さんの声音より、硬い口調の英語がマイクを通して会場内に広がっていく。何を言っているのかわからないけれど、合いの手みたいな声と口笛が上がって、英治さんはにこやかに片手を上げて応えていた。

　挨拶が終われば、大きな拍手が巻き起こった。よくわからないけれど私も拍手をしたほうがいいのだろうかと手を持ち上げれば、左手を掴まれた。

「彼らに、勇気をくれと頼んだんだ。この拍手は、俺を応援するものだ」

　小首をかしげれば、はにかんだ英治さんがポケットからベルベットの小さな袋を取り出した。

「箱から出した方がロマンティックだろうとは思ったんだけど、ポケットに忍ばせるには邪魔だったから」

　片手で器用に袋の口を開いた英治さんが、私の左手の上に中身を落とす。転がり出たものは、冷たいけれども心を揺らすまばゆいもので。

「っ……これ」

「結婚、してくれないか」

　銀色の輝きにダイヤモンドが透明な光を添えている。指輪の姿に息を呑めば、英治さんは手の上からそれをつまみあげ、左手の薬指にはめてくれた。

「返事をもらう前に、着けてしまうのは反則だろうけど……答えを待てないくらい、愛しているんだ。千波」

　甘く情熱的な言葉に、一気に涙があふれてしまった。しゃべらなくっちゃいけないのに、言葉が出てこない。抱きしめられて、彼の胸に顔を押しつけて背中に腕を回した。私の態度で受け入れたと理解した人々が拍手や口笛、歓声で祝福してくれる。

　だけど私は知っている。これが偽りのものだということを。喜びと悲しみの暴風が心の中で吹きすさんで、グチャグチャになった感情が涙となってあふれ出る。

　止められなくて、英治さんは私を抱きしめたままホテルのスタッフに声をかけて、部屋を用意してくれた。周囲の状況は聞こえているけれど、泣く以外に何もできなくなった私は彼に促されるまま、ホテルの一室に連れていかれた。ベッドに腰かけた英治さんの膝に抱かれて優しくあやされて、何かを言わなきゃいけないと思うのに、言葉の代わりに涙がこぼれて止まらない。感情が先行しすぎて、落ち着くなんてできなかった。

　どのくらい泣いていたのか。

　目も喉もヒリヒリするころになってようやく、私はしゃくりあげる程度に落ち着いた。赤ちゃんをあやすみたいに背中を軽く叩いてくれていた英治さんの手が止まって、膝から下ろされる。いよいよお別れの時だと思うと、また感情の塊がこみ上げてきた。

「驚かせて、ゴメン」

「いえ……私も、すみません。わかっているのに、ちゃんと演技だって理解しているのに、なんだか感動しちゃって」

　好きだなんて知られないように、慎重に返事をすれば顔をしかめられた。手を取られて、ひざまずかれる。

「千波、この指輪を用意したのも、演技のための周到な小道具だと思っているのか？」

　まつ毛を動かせば、涙の名残で視界が滲んだ。

「本気でプロポーズをしたんだよ。本当に愛しているから、君を抱いた。それが通じているから、千波も受け入れてくれたんだと思っている。最後の英語のスピーチは、片思いをしていた相手と末永くともに生きていられるように、応援してほしいという内容だったんだ」

「片……思い？」

　意味が理解できなくて繰り返せば、英治さんの目じりがとろけて眉は不安げに下がった。

「いつも笑顔で、丁寧に仕事をする千波を見ていたんだ。差し入れがあったと声をかけていたのも、千波と話をしたいからだった。素直に告白をすれば、信用してもらえないだろうと思って、交流会の話を持ち出したんだ。もちろん、まったくのウソじゃない。だけど、だました形になって、ゴメン」

　まばたきをして、ゆっくりと英治さんの言葉を吟味する。これは夢？　私ってば気づかないうちに、お酒を飲みすぎちゃったのかな。現実の私は、どこかで眠ってしまっているのかもしれない。

「友人の入れ知恵なんだ。俺に告白をされて素直に喜ぶような子じゃなくて、自分とは不釣り合いだと考えてしまう控えめで素朴な相手なら、少しずつ仲良くなればいいってね。俺の前にスピーチをしていた人なんだけど」

　気まずそうに視線をわずかにそらして、すぐに私をまっすぐに見つめ直した英治さんが表情を引き締める。

「改めてプロポーズをさせてくれ。千波、俺と一緒に生きてくれないか？　週末だけじゃなく、いつも夜をともにしたい。おはようの挨拶を、誰より早く交わす関係になりたいんだ。仮の恋人の契約じゃなく、生涯をともに生きる契約を交わしたい。ふたりで暮らそう、千波…………愛している」

　聞き間違いようのない力強さで告げられて、心臓が止まりそうになった。唇を噛みしめて、衝撃の強さに堪える。

　どうしよう、夢じゃない。うれしすぎて反応ができないでいると、英治さんの頬がこわばった。不安になっているんだと思ったけれど、息が詰まって言葉が出なくて、代わりに行動で返事をしようとキスをする。喉は喜びの塊でふさがれている。だから想いを乗せて、何度も笑顔でキスをした。

「ああ、千波」

　心の底から安堵の息をこぼした英治さんに、ギュッと抱きしめられる。

「ありがとう」

　私のほうこそ、ありがとうございますと言いかけた唇を情熱的なキスでふさがれた。

「んっ、ん……んんっ、ん……ふ、ぅ……英治さん」

　唇の隙間から名前を呼べば、熱っぽく艶やかな瞳でほほえまれた。胸がギュッと絞られて、心がふわっとあたたまる。本当の本当に英治さんは私にプロポーズをしてくれたんだ。これからずっと、彼とともにいられるなんて。

「信じられません」

　ささやけば、首をかしげられた。

「俺が信用できない？」

「違います……うれしすぎて、夢なんじゃないかって」

　現実だと把握しているのに、喜びが大きすぎて受け止めきれない。いたずらっぽく笑った英治さんに押し倒されて、痛いほど強く抱きしめられる。

「夢じゃない。俺と千波は、これからは正式に、本当の恋人同士……いや、婚約者で、夫婦になるんだ。一緒に暮らそう」

　はい、と息で答えれば、耳裏にキスをされた。唇が移動して、顔中にキスをされて首筋を舐められて、ワンピースのファスナーを下げられる。あらわになった肌を英治さんに味わい尽くされ、乳房を捏ねられて先端を舌先でくすぐられた。

「あっ、ん……は、ぁあっ、英治さ……ぁんっ、んっ」

「夢だなんて思えないくらい、俺をしっかりと感じてもらう」

「んっ、ぁ、英治さん……は、ぁあっ」

　たっぷりと私を昂らせるために繊細に、大胆に動く指と舌に翻弄されて、あっけなく潤んでほとびた陰唇をもてあそばれる。濡れ音が響くほど湧き出た愛液をかき回されて、あられもない声を上げて身をくねらせれば腰に噛みつかれた。

「んぁっ、あ、英治さん、は、ぁあっ」

「そんなに可愛く呼ばれると、ガマンができなくなるな」

　獰猛な笑みをひらめかせた英治さんに、心臓が跳ねた。

「ガマンなんて、しないでください。英治さんの好きにしてください」

「千波……ありがとう」

　手早く服を脱ぎ棄てた英治さんに脚を大きく開かれて、硬く熱い劣情の塊を下肢に押しつけられる。たくましさにゴクリと喉を鳴らせば、唇に噛みつかれた。

「んっ、ぁ……英治さん……ふ、ぁ……ああっ、ふぅ、ん」

　ゆっくりと肉花を押し開かれて、隘路を圧迫される幸福に喉をそらせる。押し出される息の塊を吐き出して、体の内側を満たしてくれる英治さんに、わななく肉壁がすがりついて奥へと誘った。本能の動きに促された彼が、これ以上ないほど深い場所に到達する。

「は、ぁ……英治さん……あっ、んんっ」

「全部、埋まった……ぴったりと重なって、繋がっている……千波、愛してる」

「わ、私も、愛しています……英治さん」

　ゆるゆると体を揺らす英治さんとともに、淫靡で尊いふたりだけのダンスを踊る。内側を擦られるたびに歓喜の泉が愛液を生み出して、勇躍した英治さんの情熱に波打つ肉壁とともに淫らな音を響かせた。

　荒々しい彼の息と寄せられた眉、微笑をたたえた唇と獣欲にきらめく優しい瞳。何もかもが愛おしくて、すべてが私に向いていることがうれしくて、気持ちを彼に伝えるために全身で感じていることを示しながら、奔放に声を放った。

「んぁあっ、あ、は、はんっ、ぁ、あっ、英治さんっ、あ、あああっ」

　私の声に呼応するように、英治さんは激しさを増して私に情熱をぶつけてくれた。息を荒らげ、汗を滲ませるほどに私を求めてくれている。うれしすぎて、喜びに心臓が弾けてしまいそう。

「んぁあっ、あっ、は、ぁあっ」

「千波、ああ……愛している、千波、千波……っ」

　グッと息をつめた英治さんの体がこわばり、張り詰めた彼の情熱の先端から劣情が噴き出した。

「は、ぁああっ」

　内壁を熱い想いに打たれて、高みへと連れていかれる。真っ白な世界に意識が飛んで、あまりのまばゆさに目を閉じた。ビクンビクンと痙攣する彼と同化して、背をしならせた私の体も小さく震える。浮き上がり、遠ざかっていく意識がシーツの感触と彼の体温にすがりついた。

　そして「愛している」という、彼の甘いささやきに誘われて、恍惚の高みへと魂を導かれる。
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　キャアッと頬を両手で包んで、上坂さんがニヤニヤする。その声が店内に響いて、視線がいくつか集まった。

「か、上坂さん」

　いつも私が英治さんの仕事が終わるのを待つ、ショッピングモール内のコーヒーショップで、終業日の今日、やっと話してくれるのよねと上坂さんに誘われて、今までのことをザッと報告し終えたところだ。

　声をひそめてとがめれば、悪びれた様子もなく「ゴメンゴメン」と謝罪をされる。

「だけど、叫ばずにはいられないって。何それ、ロマンティックすぎるでしょ」

　ニヤニヤされて、真っ赤になった。たしかに、ロマンティックすぎるかもしれない。まるで物語の世界みたいだ。

「まあ、なんだっけ、ええとホラ、よく言うじゃん。現実は物語よりも不思議って」

　人差し指を立てて得意顔になった上坂さんが、よかったよかったと自分のことみたいに何度も縦に首を動かす。

「悲しい結末を報告する予定だったの。きっと自分ひとりだったら受け止めきれないから、話を聞いてもらったら、ちょっとは楽になれるかなって」

「だけど、それなら終業日まで待つ必要、なくない？　次の日にでも言ってくれたらいいのに」

「それは……だって、上坂さん、クリスマスに恋人と過ごすときに、気にされたら嫌だなぁって」

　キョトンとした彼女が、ヤダもうと苦笑してコーヒーカップを持ち上げた。

「自分がしんどくなるってわかっているのに気を遣うとか、ほんと」

　クスクス笑いながらカップに口をつける彼女を見ながら、私もコーヒーを口に運ぶ。ほんと、の後の言葉は何だろう。

「ま、とにかく。いい結果になってよかったね」

　うん、とはにかめば上坂さんも心底うれしそうにしてくれた。彼女と友達になれてよかった。今年は、ステキな恋人と友達ができた幸せな年だ。そして来年は、大好きな人と大切な友人とともに始まっていく。

「新生活、ドキドキだね。年明けから始まるって、なんだかステキ」

「正確には、年末も一緒に過ごすんだけど」

　終業日の今日、英治さんの仕事が終わったら、私は彼のマンションへ引っ越すことになっている。と言っても、プロポーズをされた日から少しずつ荷物を移動させていて、生活の基本はとっくに彼のマンションに移っていた。私のマンションから荷物を運ぶというよりも、いらないものを業者に引き取ってもらう、と言った方がいいかもしれない。

「私も、そろそろプロポーズされたいなぁ。いっそのこと、私から言っちゃおうかな」

　唇を尖らせて真剣な目つきになった上坂さんなら、本当に自分からプロポーズをしてしまいそう。

「それだけ、愛されている自信があるってことだよね。いいなぁ」

「お互い様じゃない？」

　うっとりとつぶやけば、フフンと鼻を鳴らされた。頬が熱くなる。

「ウブだねぇ」

　からかう声に返事もできないでいると、耳になじんだ声に呼ばれた。

「千波」

　顔を上げれば、英治さんがほほえんでいた。

「おっと。邪魔者は退散の時間ね」

「邪魔者だなんて、そんな」

「いいの、いいの！　私もこの後、彼氏と約束あるしさ。それじゃ、お互いにいい年を迎えて、来年はパートナーも交えて仲良く過ごしましょ」

　じゃあねと手をヒラヒラさせて、上坂さんが去っていく。入れ替わりに英治さんが私の前に立った。

「あれは？」

「同僚で、友達です。英治さんとのことを話していて……今度、上坂さんの彼氏も交えて、四人で過ごそうって言っていました」

　ふうんと振り返った英治さんの横顔は、とても楽しそうだ。

「友人ぐるみのつき合いか。いいな……。新年は、一緒にどこかへ旅行にでも行くとしようか」

　言いながら英治さんは、私に手を差し伸べた。

「行こうか、千波」

「はい」

　手を伸ばせば、しっかりと握られた。手を繋いでいる姿を誰かに見られたら、なんて心配はもうしなくてもいい。だって私は、きちんと英治さんの正式な恋人になれたのだから。そしてこれから、英治さんの人生のパートナーとして生きていくんだから。

　私の左手の薬指には、しっかりと契約の証が輝いている。仮の恋人ではなくて、未来をともに過ごす契約を交わした証拠の、澄んだ色の宝石を掲げた白金の指輪が。

「英治さん」

「うん？」

「これからずうっと、よろしくお願いします」

　改めて伝えれば、英治さんはちょっとだけ眉を上げてから、いたずらっぽい顔をして私の腕を強く引くと、ショッピングモール内の死角になっている場所に移動した。

「英治さん？　どうしたんで……っ」

　すべてを言う前に唇を重ねられて、ビックリしてしまう。

「俺の方こそ、よろしくな。千波」

　とろける笑顔に心をポカポカさせながら「はい」と返事をして、私たちは愛情たっぷりの、だけどちょっと控えめなキスを交わして、ふたりの家へと帰っていった。
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※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。
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